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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとうございます。 

■ 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

■ ご使用の前に 『安全上の ご注意』 （0^ 6 〜 9 ページ）を必ずお読みください。 

■ 保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を必ず確かめ、取扱説明書ととちに大切 
に保管してください。 

ネットワークを用いての使いちについては「取扱説明書ネットワーク操作編」をご覧ください。 


_保証書別添付 

製造番号は、品質管理上重要なちのです。製品本体と保証書の製造番号をお確かめ<ださい。 
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商標について 

-この説明書に記載されている各種名称-会社名-商品名などは各社の商標または登録商標です。 
なお、本文中では⑩や TM マークは明記していません。 

本書内のイラストについて 

-プ□ジェクター本体、画面などのイラストは、実際とは異なることびあります。 

参照ページについて 

-本書では、参照ページを (D^ 00ページ）のように示しています。 

用語について 

•本書では付属品の「ワイヤレス IJ モコン」を 「IJ モコン」と記載しています。 


この装置は、クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機にお接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱 
説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 


JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格」に C 61000-3-2 に適合しています。 
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本機の特長 


L 


投写するまでの手順 


^ トセットァップ機含 E 

►〈AUTO SETUP 〉 ボタンを押すと、 
自動入力切換、自動台形補正、自動 
PC 調整の操作びでさます。 

I ダイレクトパワーオフ機能 

►ダイレクトパワーオフ機能により、投 
写中でちコンセントから電源コードを 
抜いたり、ブレーカーをオフにするこ 
とびでさます。 

I プレゼンテーシヨンに便利な機能 

► デジタルズーム機能により、プレゼン 
テーシヨン中に重要な部分を拡大表 
示でさます。 

I 有線 LAN 機能 

► ネットワーク経由でプ□ジエクターの 
操作 • 管理びでさます。 


詳しくは各ページをご覧ください。 


1- 本機を設置ずる 
(豚19ぺージ) 



2. 本機と外部機器を接続ずる 
([ t ^ 24ぺージ） 



3. 電源コードを接続ずる 
( D ^ 2曰ぺージ） 



4. 電源を入れる 
(0^26 ぺージ) 



日.投写ずる映像を選択ずる 
(献30ぺージ） 



6. 映像の映り具合を調整ずる 
(0^ 30ぺージ） 
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ち全上のご注意 r 化ずお巧〇<だをい 



人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負うおそれびある内容」です。 

y ? v 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 


お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


0(D®0 


してはいけない内容です。 



電源について 


(異常.故障時には直ちに使用を中止ずる) 

を 

電源プラグ 
を抜く 


■ 異常があったときは、電源プラグを抜く 

内部に金属や水などの液化、異物が入ったとき、落下などで外装ケースが破損したとき、1 


「内部に金属や水などの液化、臭 
L 煙や異臭、異音が発生したとさ 


(そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。） 

^異常の際、電源プラグをすぐに抜けるように、コンセントを本機のおくに取り付けるか、配線 
用遮断装置を容易に手び届 < 位置に設置して < ださい。 

与 本機を電源から完全に遮断するには、電源プラグを抜く必要びあります。 

^お買い上げの販売店にご相談ください。 


〇 


■ 電源プラグ（コンセント側）や、電源コネクター（本体側）は、根元まで確実に差し込む 

(差し込みび不完全ですと、感電や発熱による乂災の原因になります。） 

^傷んだプラグやゆるんだコンセントのまま使用しないでください。 


■ 電源プラグのほこりなどは、定期的にとる 

(プラグにほこりなどびたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災や感電の原因になります。） 
^半年に一度は電源プラグを抜いて、乾いた布で拭いてください。 

^長時間使用しないとさは、電源プラグをコンセントから抜いてください。 


0 


■ 電源コード-プラグが破損するようなことはしない 
「傷つける、加工する、高溫部や熱器具に近づける、無理に巧ばる、ねじる、引っ張る、 
.重いらのを載せる、束ねるなど 

(傷んだまま使用すると、乂災や感電、ショートの原因になります。） 

^電源コードやプラグの修理は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


コンセントや配線器具の定格を超える使い方や、交流100 V 必外での使用はしない 

(たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火災の原因になります。） 


付属の電源コード必外は使用しない 

(付属の電源コードを使わないと感電の原因になります。） 


めれ手 
禁止 


■ めれた手で電源プラグや電源コネクターに触れない 

(感電の原因になります。） 


题) 

接触禁止 


■ 雷が鳴り出した!5、本機や電源プラグには触れない 

(感電の原因になります。） 


ま重のご達思 
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安全上のご注意（つづき) 



ご 使用- 設置に ついて 

0 

■ 放熱を巧ばない 

[巧や紙などの上に置かない（吸気□に吸着ずる場合があります)、風通しが悪く狭い所に押し 1 

L 込まない J 

(内部び高温になり、乂災の原因になることびあります。） 

^吸排気を妨げないよう、周辺の壁やわのから日 0 cm 上離して設置してください。 

■ 排気□には手やものを近づけない 

[手や顔を近づけない、指を入れない、熱に弱いものを近くに置かない] 

(排気□からは熱風びでているため、やけどやけび、変形の原因になります。） 

■ カーぺットやスポンジマットなどのやわ 5 かい面の上で本機を使用しない 

(内部に熱びこわり、本機の故障、火災ややけどの原因になることびあります。） 

■ 湿気やほこりの多い所、油煙や湯気び当たるような所に置かない 

(火災や感電の原因になることびあります。また、油により樹脂び劣化し、天つり設置の場合に落 
下するおそれびあります。） 

■ 荷重に耐え! 5 れない場所や不安定な場所に設置しない 

(落下などによる本機の破損-変形や、大さな事故やけびの原因になります。） 

■ 使用中は投写レンズをのぞかない 

(投写レンズからは強い光びでます。中を直接のぞくと、目を痛める原因になります。） 

^使用中に本機から離れる場合は主電源を切ってください。 

^特におモ様にはご注意ください。 

■ 内部に金属類や燃えやすいものなどを入れたり、水などの液体をかけたりめ! 5 したりしない 

(ショートや発熱により、火災•感電-故障の原因になります。） 

^機器のおくに水などの液体の入った容器や金属物を置かないでください。 

^水などの液体び内部に入ったとさは、販売店にご相談ください。 

^特にお子様にはご注意<ださい。 

■ レンズキャップを取り付けたまま投写しない 

(乂災の原因になることびあります。） 

分解禁止 

■ 分解や改造をしない 

(内部には電圧の高い部分びあり、感電や火災の原因になります。 

また、使用機器の故障の原因になります。） 

^内部の点検や修理などは、お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 

A 警告 


A 

局圧;主忌 

サービスマン m 外の方は 
ケースをあけないでください。 
内部には高電圧部分が数多く 
あり、万一さわるとを険です。 


「本体に表示した事項」 


〇 

■ 天井取り付け（天つり）などの設置工事は、専門の技術者または販売店に依頼する 

(工事の不備により、落下事故の原因となります。） 

■ 当社で指定した天つり金具を使用する 

(天つり金具の不備により、落下事故の原因となります。） 

^天つり金具に付属のワイヤーで落下防止の処置を行つてください。 


ま重のご謹 
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安全上のご注意（つづき) 



付属品 • 消耗品に ついて 

0 

■ ランプユニットを分解しない 

(ランプ部び破裂すると、けがの原因になります。） 

■ 電池の液が漏れたときは、素手で液をさわ!5ない 
[液が目に入った5目をこす!5ない] 

(失明のおそれや、液び身体や衣服に付着した場合、皮膚の炎症やけびの原因になります。） 

^ すぐにされいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。 

■ 電池は誤った使い方をしない 

[• 指定された電池外は使用しない 1 

•乾電池は巧電しない 

• 加熱-分解したり水などの液体や乂の中へ入れたりしない 
• +と一を針金などで接続しない 
• +と一を逆に入れない 

•ネックレスやヘアピンなど金属が使用されているものと一緒に保管しない 
• 新旧の電池や違う種類の電池を混ぜて使わない 
• アルカリ乾電池またはマンガン乾電池外は使用しない 

•被覆のはがれた電池は使わない（電池には安全のために被覆がかぶせてありまず。これをはが 

L すとショートの原因になりますので、絶対にはびさないでください） J 

(液漏れ-発熱*破裂*発火の原因になります。） 

■付属の電源コードは、本機 m 外の機器では使用しない 

(付属の電源コードを本機外の機器で使用すると、ショートや発熱により、感電•火災の原因に 
なることびあります。） 

〇 

■ ランプユニットの交換は、電源を切り、ランプが冷えてか5 (45 分上待ってか! 5) 行う 

(カバー内部は高温になっているため、やけどの原因になります。） 

■ ランプユニットの交換は、電源を切ってか!5行う A 

(ランプの点灯中は紫外線を発生しています。） /渝\ 

与正しい手順で交換を行ってください。 い、 j 、 

■使い切った電池は、すぐにリモコンか5取り出す 

(そのまま機器の中に放置すると、電池の液漏れや、発熱•破裂の原因になります。） 


ま重のご達思 
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安全上のご注意（つづき) 


A 注意 


電源について 

C 

電源 プラグ 
を抜く 

■ 長時間使用しないときは、電源プラグをコンセントか 5 巧く 

(電源プラグにほこりびたまり、火災-感電の原因になることびあります。） 

■ お手入れ、部品交換の際は、電源プラグをコンセントか! 5 巧く 

(感電の原因になることびあります。） 

〇 

■電源コードを取り外すときは、必ず電源プラグ、電源コネクターを持って抜く 

(コードを引っ張るとコードび破損し、感電-ショート-火災の原因になることびあります。） 


ご使用-設置について 

0 

■本機の上に重いものを載せたり、乗ったりしない 

(バランスびくずれて倒れたり、落下したりして、けびの原因になることびあります。また、本機 
の破損や変形の原因になることびあります。） 

■ 異常に温度が高くなる所に置かない 

(外装ケースや内部部品び劣化するほか、火災の原因になることびあります。） 

^直射曰光の当たる所や、熱器具などのお<には、設置•保管をしないでください。 

〇 

■ 移動させる場合は、必ず接続線を外す 

(コードの破損などにより、乂災や感電の原因になることびあります。） 

■ 天つりする場合は、取り付けねじや電源コードが天井内部の金属部と接触しないように設置する 

(天井内部の金属部と接触して、感電の原因になることびあります。） 


付属品 • 消耗品について 

0 

■ ランプが破裂したときは、さわったり、顔を近づけたりしない 

(散乱したガラス片で、けびをしたり、破裂により発生したガスを吸い込んでしまったりするおそ 
れびあ0ます。） 

^直ちに換気を行ってください。万び一吸い込んだり、目や□に入ったりした場合は、直ちに医 
師にご相談ください。 

^破裂により発生したガスは、堂光な程度の水銀を含有しています。 

^販売店にランプの交換と内部の点検をご依頼<ださい。 

■ 古いランプユニットは使用しない 

[使用時間を超えたランプユニットは使用しない] 

(そのまま使用を続けると、破裂する場合びあります。） 

^ランプユニットは消耗部品です。 

〇 

■長期間使用しない場合は、リモコンか! 5 電池を取り出す 

(電池の液漏れ、発熱、発火、破裂などを起こし、火災や周囲巧損の原因になることびあります。） 


お手入れについて 

0 

■ エアフィルター ユニッ トは、水洗いしない 

(故障の原因になります。） 

^水などでめれないようにごま意ください。 

〇 

■ 1 年に 1 度は、内部の清掃を,販売店に依頼する 

(本機の内部にほこりびたまったままで使用を続けると、乂災の原因になることびあります。） 

^特に湿気の多<なる梅雨期の前に行ラと効果的です。 

^内部清掃費用については販売店にご相談ください。 


ま重のご謹 
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ご使用になる前に 

本機の運搬について 


• 運搬の際は、本機の底面を持つようにし、過度の振動や衝撃を加えないようにお取り扱いください。内部の部品 
び傷み、故障の原因になります。 

♦ アジヤスター脚を伸ばした状態で運搬しないでください。アジヤスター脚び破損するおそれびあります。 



本機の設置について 


■ 屋外に設置しないで < ださい 

本機は、屋内で使用することを前提に設計されています。 

■ 似下の場所には設置しないでください 

•車両•船舶など、振動や衝撃び加わる場所：内部の部品び傷み、故障の原因になります。 

• エアコンの吹さ出し□や照明器具（スタジオ用ランプなど）のおくなど、温度変化び激しい場所（『使用環境 
条件』0^73ページ）：ランプの寿命などに影響を及ぼすおそれや、熱により本体び変形し、故障の原因に 
なることびあります。 

• 高圧電線や動力源のお< :妨書を受ける場合びあります。 

■本機を天井に取り付ける場ちは、ぶ、ず専門の技術者、または販売店に 
ご依頼ください 

別売品の天つり金具が必要です。 

品番： ET - PKV 10 日 H (高天井用)、 ET - PKV 100 S (低天井用)、 

ET - PKL 100 B (取り付け用ベース金具） 

■ ミ毎巧2700 m 似上の場刷こ設置しないでください 

部品の寿命などに影響を及ぼすおそれや、故障の原因になる場合びあります。 

■本機を立てたり、左もに傾けたりして使用しないでください （0^1 9ページ） 

上下ち向に± 30度を超えて傾けた状態で使用すると、部品の寿命などに影響を及ぼすおそれびあります。 
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ご使用になる前に（つづき) 



50 cm じし b 


1 miU 上 









。囑 


す 


囲われた空間に設置び必要な場合は、別途空調設備、換気設備を入れて<ださい。換気び不十分な場合、排気 
熱び滞留することで、本機の保護回路びはたらくことびあります。 


I 本製品をご使用になる場合、下記のような被害を受ける場合び想定されます。 

本製品を経由したお客様のプライバシー情報の漏えい。 

悪意の第王者による本製品の不正操作。 

悪意の第王者による本製品の妨害や停止。 

セキュリティ巧策を十分に行ってください。 (0^54 ページ） 

•パスワードはでさるだけ推測されにくいものにしてください。 

•八スワー ドは定期的に変更してください。 

• ノてナソニック株式会社およびその関係会社び、お客様に対して直接ノくスワードを照会することはございませ 
ん。直接問い合わせびありましても、パスワードを答えないでください。 

• ファイアウォールなどにより、安全性の確保されたネットワークでご使用ください。 

•パスワードを設定し、□グインでさるユーヴーを制限してください。 


製品を廃棄する際は、最寄りの市町村窓□または販売店に、正しい廃棄方法をお問い合わせください。 

ランプには水銀び含まれています。取り外したちいランプユニットを廃棄する場合は、最寄りの市町村窓□、または 
販売店に正しい廃棄ち法をお問い合わせください。 


: m 城上 




\\ 


設置上のご注意 

本機を積み重ねて使用しないでください。 

本機の吸気 □ • 排気□を而さびないでください。 
空調の冷風や温風び、本機の吸気 □ • 排気□に 
直接当たらないよラに設置をしてください。 

本機底部の吸気□を而さびないように、プ□ジェ 
クターの下に何もないことを確認してください。 


上 


雇 

L 

.0。 ‘吧爲 

I 

g -_ J 

一 下 

屬 

L 

^&固&&厚©. 
a 。 ‘吧篇 

I 1- 


20 C 


で 


本機を囲われた空間に設置しないでください。 





廃棄について 


セキュリティに関するお願し、 



はじめ 
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ご使用になる前に（つづき) 


本機の取り扱いについて 



■美しい映像をご覧いただくために 

• スク U —ン面に外光や照明などの光び入らないよラ、窓のカーテンやブラインドなどを閉め、スク U —ン面 
近くの照明を消すなどの環境を整えていただくと、より高いコントラストで美しい映像をご覧いただけます。 
•使用環境によつ口ま排気□からの熱せられた空気や、空調からの温風•冷風の影響で、まれに画面に「ゆらぎ」 
び発生する場合びあります。 

本体の前面に自機、あるいは他機の排気や、空調からの風び回り込むような設置びないように注意してくだ 
さい。 

•プ□ジエクターのレンズは、光源からの光による熱の影響で、電源を入れた直後はフォーカスび安定しない 
場合びあります。映像を映した状態で30分上経過すると、フォーカスび安定します。 

■投写レンズ面は素手でさね5ないで<ださい 

投写レンズ面に指紋や巧れび付着すると、それらび拡大されてスク U —ンに映り、美しい映像をご覧いただ 
くための妨げとなります。 

■液晶パネルについて 

液晶パネルは、非常に精密度の高い技術で製造されていますび、まれに画素の欠けや、常時点灯する画素び 
発生する場合びあります。これらの現象は故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

また、静止画を長時間投写すると、液晶パネルに映像の残像び生じる場合びありますので、その場合は全白 
画面を]時間上投写してください。なお、残像び完全に消えない場合びありますので、あらかじめご了承 
ください。 


■光学部品について 

ご使用になる環境温度び高い場合や、ほこり、タバコなどの煙び多い環境下では、]年未満のご使用でわ、 
液晶ノくネルや偏光板などの光学部品の交換サイクルび短くなる場合びあります。詳し<は、お買い上げの販 
売店へご相談 < ださい。 

■ランプについて 

本機の光源には、内部圧力の高い水銀ランプを使用しています。 

高圧水銀ランプには下記の特性びあります。 

•使用時間にとわない、ランプの輝度び低下します。 

•衝撃や傷、使用時間による劣化などにより大きな音を出して破裂したり、寿命び尽きたりすることびあります。 
•個体差や使用条件によって、寿命に大さなばらつさびあります。特に6時間上の連続使用や、頻繁な電源 
の「切」/「入」の繰り返しは、ランプの劣化を早め、寿命に大きく影響します。 

• ごくまれに、投写開始後まもなく破裂することびあります。 

• 交換時期を超えると破裂の可能 I 年び高くなります。交換時期びさたらランプユニットを交換してください。 

(『ランプユニットの交換時期』0^61ぺージ） 

•破裂すると、内部のガスび噴出し、煙のように見えることびあります。 

• 万一に備え、あらかじめ交換用ランプをご用意ください。 

•ランプユニットの交換は、専門の技術者にご依頼することをお勧めします。販売店にご相談ください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


下の付属品び入っていることを確認してください。〈〉は個数です。 




ストラップ〈1〉 
(6103430249) 




PIN code lock シール 

< 1 > 




■^丽 A 院脚關幢 


D [ RD 這©尼)巨 [ p 院©で巨©で巨 ◎ 



電源コードキャップおよび包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理してください。 
付属品を紛失してしまった場合、販売店にご相談<ださい。 

付属品や別売品などの品番は、予告な<変更する可能性びあります。 

小物部品については乳幼児の手の届かない所に適切に保管してください。 


お願い 


付属品の確認 


はじめ 
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ご使用になる前に（つづき) 



■ CD - ROM の内容について 

付属品の CD - ROM には、下の内容び収録されています。 [♦:説明書/一覧表 （ PDF ). 〇:ソフトウェア] 

• 取扱説明書一本体操作編 
• 取扱説明書ーネットワーク操作編 

〇複数台プ□ジェクター監視制御ソフトウェア ( Windows ) 

- LAN 接続された複数台のプ□ジェクターを監視‘制御するソフトウェアです。 

• 複数台プ□ジェクター監視制御ソフトウェアの操作説明書 

〇 □ゴ転送ソフトウェア （ Windows ) 

-スタート時に投写する会社□□マークなどユーヴー独自の映像をプ□ジェクターに転送するソフトウェアです。 

• □ゴ輯送ソフトウェアの操作説明書 

• 巧応プ□ジてクター機種一覧表 

• 〇印のソフトウェアに対応するプ□ジェクターの機種、および制約事項の一覧です。 


別 ; Tii な 


別売品（品名） 

品番 

天つり金具 

ET - PKV 100 H (高天井用)、 ET - PKV 100 S (低天井用） 

天つり金具 （ 取付け用ベース金具） 

ET - PKL 100 B 

交換用ランプユニット 

ET - LAL 100 

交換用フィルターユニット 

ET - RFL 100 

D-SUB - S Video 変換ケーブル 

ET-ADSV 
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各部の名称とはた 5 き 


( 17 ) 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 


JO© 


sAfU ぶ P 


COMPUTER 



: VIDEO S-VIDEO COMPONENT 

— 〇〇 


SELECT 


〇) 


EVsVb— 

^^ 

FREEZE AV MUTE P-TIMER LAMP 


-( 10 ) 


-( 11 ) 

■( 12 ) 

( 13 ) 

(14) 



(1) 〈AUTO SETUP) ボタン 

設定メニューの才ートセットアップを実行します。 
(豚日0ぺージ） 

(2) 入力切換ボタン： 〈COMPUTER 1>、 
〈COMPUTERS〉、〈VIDEO〉、〈S-VIDEO〉、 
〈COMPONENT〉。 

投写する入力信号を切り換えます。 

(豚 3] ぺージ） 

(3) ▲▼◄►ボタン、 〈SEI_ECT> ボタン 

メニュー画面の操作に使用します。 

(豚34ぺージ） 

(4) (SCREEN) ボタン 

スク IJ - ンモードを選択します。 （0^46 ぺージ） 

(5) (MENU) ボタン 

メニュー画面を表示/非表示を切り換えます。 
(豚34ぺージ） 

(6) (FREEZE) ボタン 

映像を一時的に静止させ、音声を消します。 
(献32ぺージ） 

(7) <AV MUTE) ボタン 

映像と音声を一時的に消したい場合に使用します。 
(豚32ぺージ） 

(8) 〈D.Z00M +/-> ボタン 

映像を拡大および縮ルします。 （0^33 ページ） 


(9) 〈VOLUME +/-> ボタン 

スピーカーの音量を調整します。 （0^33 ページ） 

(10) <ON/STAND-BY> ボタン 

プ□ジェクターの電源の「切」/「入」を切り換 


えます。 （0^27 ぺージ） 


(豚 3] ぺージ） 


(11) (KEYSTONE) ボタン 

台形歪みを補正します。 

(12) (INFO.) ボタン 

インフォメーション機能を操作します。 

(0^32 ぺージ） 

(13) <LAMP> ボタン 

ランプドを選択します。 （0^33 ページ） 

(14) <P-TIMER> ボタン 

プレゼンテーションタイマー機能を操作します。 
(豚33ぺージ） 

(15) (IMAGE) ボタン 

画質モードを選択します。 （0^33 ページ） 

(16) <MUTE> ボタン 

音声を一時的に消すことびでさます。 

(励33ぺージ） 

(17) リモコン発信部 


U モコンは落とさないようにしてください。 

U モコンに液状のものをかけないでくださし、 
U モコンを分解 • 修理しないでください。 


U モコンを直接本機の U モコン受光部に向けて操作する場 
合は、 U モコン受光部正面より約7 m 内で操作してく 
ださい。また、上下左ちに± 3日度まで操作可能ですび、 
操作可能距離び短 < なる場合びあります。 

U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると、正しく 
動作しない場合びあります。 

U モコンからの信号をスク U —ンに反射させて本機を操作 
することびでさますび、スク U —ン特性による光反射□ス 
により、操作有効範囲び制限される場合びあります。 

U モコン受光部に堂光打などの強い光び当たると、操作で 
きなくなる場合びあります。できるだけ光源から離して設 
置してくたごい。 



お知！5せ 


お願い 


リモコン 


はじめ 
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各部の名称とはたりき（つづき) 



本体 



(1) リモコン受光部 

(2) 投写レンズ 

(3) 吸気 □ 

(4) AC 入力端子 

(5) 排気口 

この排気□からは熱風び排出されます。排気口 
付逊こは熱に弱し化のなどを置かないでください 

(6) フ オーカ スリング 

フオーカスを調整します 

(7) 本体操作部/インジケーター (0^17 ぺージ) 

(8) ズーム リング 
ズームを調整します 

(9) ランプカバー （0^62 ぺージ） 

内部にランプユニットびあります 

(10) 接続端テ部 (0^17 ページ） 

( 11 ) スピーカー 

(12) 吸気口/エアフィルターカバー(豚己9ぺージ) 

(13) アジ ャスター 刷 

投写角度を調整します 


—— 警告 ) ——I 

■ 排気□には手やものを近づけない 

手や顔を近づけない。 

• 指を入れない。 

• 熱に弱いちのを近くに置かない。 

禁止 

排気□からは熱風びでているため、やけど-けが- 
変形の原因になります。 

V_ y 


*1 : Kensin 到 on 社製セキユ U テイーケーブルについてのお問い合わせ先は、下記の通りです。 
t 陽商事株式会社情報機器事業部 

干 103-0007 東京都中央区日本橋ミ兵町 2-55-7 ナナヨービル Tel : 03-3663-7740 Fax : 03-3669-2367 
http :// www . nanayojapan . co . jp / 

木：連絡先は変更になる場合びあります。ご了承ください。 
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各部の名称とはたりき（つづき) 


STANDBY(R)/ON(G) 

〇 - 


( 8 ) 


_WARNING 

〇 


6/1 



AUTO SETUP 



-(5) 

-(4) 

(3) 

( 2 ) 

( 1 ) 


(1) ( SELECT ) ボタン 

選択した項目を実行します。 

(2) ▲ ▼ ◄ ► (VOL +/-) ボタン 

メニュー画面の操作に使用します。 


(3) 〈AUTO SETUP ) ボタン 

設定メニューの才ートセットアップを実行します。 

(4) <〇/|>ボタン 

電源を「切」/「入」します。 

(5) < STANDBY ( R )/ ON ( G )> インジケーター 
電源の接続状態を表示します。 

(6) 〈 MENU 〉 ボタン 

メニュー画面を表示します。 （0^34 ぺージ） 

(7) ( LAMP ) インジケーター 

ランプユニットの交換時期をお知らせします。 

(8) ( WARNING ) インジケーター 

プ□ジェクターの異常をお知らせします。 



麻 


\ 







(1) (VIDEO IN ) 5荒テ 

ビデオ信号を入力する端テです。 

(2) 〈COMPUTER AUDIO IN 1> 端子 
音声信号を入力する端テです。 

(3) (COMPUTER IN 1/ COMPONENT IN / 
S-VIDEO IN ) 端子 

RG 目信号、コンポーネント信号、または S ビデ 
才信号を入力する端テです。 

(4) 〈COMPUTER IN 2/ MONITOR OUT ) 端子 

RG 目信号を入力する端テです。また、モニター 
への RGB 出力端子も兼ねています。 

(5) 〈 LAN 〉 端子 

ネットワークに接続する LAN 端テです。 

(6) 〈SERIAL IN 〉 端テ 

コンピューターを接続して本機を外部制御するた 
めの RS-232C 準拠の入力端テです。 


(7) セキユリテイース□ツト 

このセキユ IJ テイース□ツトは、 Kensington 社 
製セキユ U テイーケーブル*1に対応しています。 
(献16ぺージ） 

(8) 〈AUDIO IN 〉 端子 

音声信号を入力する端テです。ち入力 （R) と 
左入力 （L) びあります。 


プ□ジェクターに直接接続する LAN ケーブルは、屋内だ 
けで配線を行ってください。 


お願い 


接続誦子部 


本体操作部 


はじめ 
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リモコンの使い方 


電池を入れる、取り出す 


1 ) ふたを開ける 


2) 電池を入れ、ふたを閉じる 

(マイナス「一」側から先に入れます。） 



リモコンコードを指定ずる 


本機を複数台並べて使用する場合、それぞれの本体に個々の Uf コンコードを設定することにより、]つの U モコン 
で同時制御や個別制御びでさます。 

本体の IJ モコンコードを設定したあと、同じ Uf コンコードを Uf コンに指定してください。 

U モコンコードは7種類（すべて、コード]〜 6) あります。工場出荷時の U モコンコードは「すべて」です。 

■設定方法 

1) 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら、 〈 IMAGE 〉 ボタンを押します。 〈 IMAGE 〉 ボタンを押した数び、 

Uf コンコードの数字になります。 

2) つまり、 〈 IMAGE 〉 ボタンを押す回数は、次の通りです。 

コード ] 二]回、コード2二2回、コード3二3回、コード4二4回、 

コード己=己回、コード6二6回 

3) 〈 MENU 〉 ボタンを放すと、 Uf コンコードび変わります。 

4) 〈 MENU 〉 ボタンと 〈 IMAGE 〉 ボタンを同時に押して、己秒じ(上押し続けると、 Uf コンコードは[すべて](デ 
フオルト）に IJ セットされます。 


お願い 


♦〈 IMAGE 〉 ボタンを7回上押すと、その操作は無効とみなさ 
れるため、 U モコンコードを変更することはでさません。 

♦ Uf コンの電池を交換すると、設定した Uf コンコードは消去されます。 
電池を交換した場合は、同じ U モコンコードを再度設定してください。 


お知らせ 


♦本体の U モコンコード設定は、『「設定」について』の 『 Uf コンコード』 
(0^54 ページ）をご覧ください。 
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設置する 


投写方式 


本機は、4通りのお写ち式び巧能です。設置場所に応じたお写ち式を選択して<ださい。 



お願い 


♦ 美しい映像をご覧いただくために、スク U - ンを外光や照明などの光びできるだけ直接当たらない場所に設置してください。 

また、カーテンやブラインドなどを閉め、照明を消すなどしてください。 

♦ 本機を立てたり、左ちに傾けたりして使用しないでくださし、故障の原因となります。 

♦ 本機を傾けて設置する場合は、上下方向に± 3日度内にしてください。 

♦ 本機を上下方向に± 3日度を超えて傾けた状態で使用されると、部品の寿命などに影響を 
及ぼすおそれびあります。 


設置オプションについて（別売品) 


別売品のプ□ジェクター取り付け用べース金具（品番: ET - PKL 100 B ) に、天つり金具）品番： ET - PKV 100 H 搞 
天井用）または、 ET - PKV 100 S (低天井用）（を組み合わせて設置することびでをます。 

• 必ず、本機専用の天つり金具をご使用ください。 

♦ 本機の取り付けおよび設置については、プ□ジェクター用天つり金具の工事説明書をご覧ください。 


お願い 


♦ プ□ジェクター用天つり金具の取り付け工事は、性能、安全確保のため、必ずお求めの販売店または専門業者に 
施工を依頼してください。 
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設置ずる（つづき) 



投写関係 


本機の設置は、ち図や投写距 
離を参考にして設置してくださ 
い。なお、スク U —ンサイズ、 
スク IJ ーン位置に応じて画面ヴ 
イズ、画面位置を調整するこ 
とびでさます。 



L tW / LT ) *] 

投写距離 （ m ) 

SH 

画面の高さ （ m ) 

SW 

画面の幅 （ m ) 

SD 

画面対角サイズ（型） 


*1 : LW : 最短投写距離 
LT : 最長投写距離 



お願い 


♦設置をする前に、「ご使用になる前に」 （ D ^ l 日〜] 4ページ）をお読みください。 


■投写距離 （ PT - LW 25 H の場合) 


(下記の表に示す寸法には若干の誤差びあります。） 


投写画面サイズ 

アスペクト4:3の場合 

アスペクト 1 S :9 の場合 

アスペクト 1 目:10の場合 

タオ角 （ SD ) 

最短投写距離 

最長投写距離 

最短投写距離 

最長投写距離 

最短投写距離 

最長投写距離 

( LW ) 

( LT ) 

( LW ) 

( LT ) 

( LW ) 

( LT ) 

30 型 （ 0.76 m) 

1 .1 m 

1.3 m 

1.0 m 

1.2 m 

0.9 m 

1.1 m 

40 型 （ 1.02 m) 

1.5 m 

1.8 m 

1.3 m 

1.6 m 

1.3 m 

1.5 m 

已〇型 （ 1.27 m) 

1 .9 m 

2.2 m 

1 .6 m 

2.0 m 

1.6 m 

1.9 m 

60 型 （ 1 . 已 2 m) 

2.2 m 

2.7 m 

2.0 m 

2.4 m 

1.9 m 

2.3 m 

70 型 （ 1.78 m) 

2.6 m 

3.1 m 

2.3 m 

2.8 m 

2.2 m 

2.7 m 

80 型 (2.03 m) 

3.0 m 

3.6 m 

2.6 m 

3.2 m 

2.6 m 

3.1 m 

9 日型 （ 2.29 m) 

3.4 m 

4.0 m 

3.0 m 

3.5 m 

2.9 m 

3.5 m 

] 00 型 (2.54 m) 

3.7 m 

4.5 m 

3.3 m 

3.9 m 

3.2 m 

3.8 m 

] 20 型 （ 3 . 日已 m) 

4.5 m 

已 .4 m 

3.9 m 

4.7 m 

3.8 m 

4.6 m 

] 已 0 型 （ 3.8] m) 

已 .6 m 

6.7 m 

4.9 m 

已 .9 m 

4.8 m 

已 .8 m 

2 日 0 型（已 .08 m) 

7.5 m 

9.0 m 

6.6 m 

7.9 m 

6.4 m 

7.7 m 

2 已日型 （ 6.3 已 m) 

9.4 m 

_ *2 

8.3 m 

9.9 m 

8.0 m 

9.6 m 

3 日 0 型 （ 7.62 m) 

_ *2 

_ *2 

9.9 m 

_ *2 

9.6 m 

_ *2 


上記の表外の投写寸法は、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で求めることびでさます。 
計算結果の単位はすべて m です。（下記の計算式で求められる値には若干の誤差びあります。） 

投写画面サイズを SD とした場合、 



アスペクト4:3の場合 

アスペクト1巨:9の場合 

アスペクト1巨:10の場合 

投写画面サイズ高さ （ SH) 

= SD X 0.6 

= SD X 0.490 

= SD X 0. 己 30 

投写画面サイズ幅 （ SW) 

= SDX0.8 

= SD X 0.872 

= SD X 0.848 

最短投写距離 (LW) 

= 0.037 已 XSD-0.0233 

= 0.0331 X SD - 0.0233 

= 0.0322 XSD-0.0233 

最長投写距離 （ LT) 

= 0.0449 X SD - 0.0237 

= 0.0397 XSD-0.0237 

= 0.0386 XSD-0.0237 


*2 :投写距離は ]] m 内でご使用ください。 
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設置ずる（つづき) 


■投写距離 （ PT - LX 26 H の場合) 


(下記の表に示す寸法には若干の誤差びあります。） 


投写画面サイズ 

アスペクト比び4:3の場合 

アスペクト比び 16:9 の場合 

巧角 ( SD ) 

最短投写距離 
( LW ) 

最長投写距離 
( LT ) 

最短投写距離 
( LW ) 

最長投写距離 
( LT ) 

30 型 （ 0.7 目 m) 

1.0 m 

1.2 m 

1 .1 m 

1.3 m 

4 日型 （ 1.02 m) 

1.4 m 

1.6 m 

1.5 m 

1.8 m 

已〇型 （ 1.27 m) 

1.7 m 

2.0 m 

1.9 m 

2.2 m 

60 型 （ 1 . 已 2 m) 

2.0 m 

2.5 m 

2.2 m 

2.7 m 

70 型 （ 1.78 m) 

2.4 m 

2.9 m 

2.6 m 

3.1 m 

8 日型 (2.03 m) 

2.7 m 

3.3 m 

3.0 m 

3.6 m 

9 日型 （ 2.29 m) 

3.1 m 

3.7 m 

3.4 m 

4.0 m 

] 0 日型 (2.54 m) 

3.4 m 

4.1 m 

3.7 m 

4.5 m 

] 20 型 （ 3.0 已 m) 

4.1 m 

4.9 m 

4 . 已 m 

已 .4 m 

] 已 0 型 （ 3.8] m) 

已 .2 m 

6.2 m 

已 .6 m 

6.7 m 

20 日型（已 .08 m) 

6.9 m 

8.3 m 

7.5 m 

9.0 m 

2 已日型 （ 6.3 已 m) 

8.6 m 

10.3 m 

9.4 m 

_ *2 

300 型 (7.62 m) 

10.3 m 

_ *2 

_ *2 

_ *2 



上記の表外の投写寸法は、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で求めることびでさます。 
計算結果の単位はすべて m です。（下記の計算式で求められる値には若干の誤差びあります。） 

投写画面サイズを SD とした場合、 



アスペクト4:3の場合 

アスペクト16:9の場合 

投写画面サイズ高さ （ SH ) 

= SDX 日.6 

= SD X 0.490 

投写画面サイズ幅 （ SVV ) 

= SD X 0.8 

= SD X 0.872 

最短投写距離 ( LW ) 

= 0.034己 X SD - 0.0233 

= 0.0376 XSD - 日.0233 

最長投写距離 （ LT ) 

= 0.0414 X SD - 0.0237 

= 0.04 己] XSD -0.0237 


*2 :投写距離は]] m iU 内でご使用ください。 
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設置ずる（つづき) 


■投写距離 （ PT - LX 30 H の場合) 


(下記の表に示す寸法には若干の誤差びあります。） 


投写画面サイズ 

アスペクト比が4:3の場合 

アスペクト比び 16:9 の場合 

対角 （ SD ) 

最短投写距離 ( LW ) 

最長投写距離 ( LT ) 

最短投写距離 ( LW ) 

最長投写距離 ( LT ) 

30 型 （ 0.76 m) 

0.9 m 

1.1 m 

1.0 m 

1.2 m 

40 型 （ 1.02 m) 

1.2 m 

1.4 m 

1.3 m 

1.6 m 

已〇型 （ 1.27 m) 

1.5 m 

1.8 m 

1.6 m 

2.0 m 

目 0 型 （ 1 . 已 2 m) 

1 .8 m 

2.2 m 

2.0 m 

2.4 m 

70 型 （ 1.78 m) 

2.1 m 

2.5 m 

2.3 m 

2.8 m 

80 型 （ 2.03 m) 

2.4 m 

2.9 m 

2.6 m 

3.2 m 

90 型 （ 2.29 m) 

2.7 m 

3.3 m 

2.9 m 

3.5 m 

] 日〇型 (2.54 m) 

3.0 m 

3.6 m 

3.3 m 

3.9 m 

] 20 型 （ 3.05m) 

3.6 m 

4.3 m 

3.9 m 

4.7 m 

] 已 0 型 （ 3.8] m) 

4 . 已 m 

已 .4 m 

4.9 m 

已 .9 m 

200 型（已 .08 m) 

6.0 m 

7.3 m 

6.6 m 

7.9 m 

2 已〇型 （ 6.3 已 m) 

7.6 m 

9.1 m 

8.2 m 

9.9 m 

3 日 0 型 (7.62 m) 

9.1 m 

10.9 m 

9.9 m 

_ *2 


上記の表外の投写寸法は、投写画面サイズ SD (型）から下記の計算式で求めることびでさます。 
計算結果の単位はすべて m です。（下記の計算式で求められる値には若干の誤差びあります。） 

投写画面サイズを SD とした場合、 




アスペクト4:3の場合 

アスペクト16:9の場合 

投写画面サイズ高さ （ SH ) 

= SDX 日.6 

= SD X 0.490 

投写画面サイズ幅 （ SVV ) 

= SD X 0.8 

= SD X 0.872 

最短投写距離 ( LW ) 

= 0.0303 x 80-0.0233 

= 0.0330 x 80-0.0233 

最長投写距離 （ LT ) 

= 0.0364 x 30-0.0237 

= 0.0397 x 30-0.0237 


*2 :投写距離は]] m 内でご使用ください。 
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設置ずる（つづき) 


アジヤスター脚の調整 


本体前ちを持ち上げてから、アジヤスター脚□ックを指で押してアジヤスター脚を伸ばし、指を離してアジヤスター脚 
を□ックします。また、図のように、アジヤスター脚を回すと脚を伸ばすことびでき、逆に回すと元に戻すことびできます。 
(上下に投写角度を調整することびでさます。） 


アジヤスター脚□ック 



調整可能節囲 

アジヤスターの前脚： 4 日 mm 


お願い 


♦ ランプ点打中は、排気□から熱風びでています。アジャスター脚を調整するときは、排気□に直接手を触れないでください。 

♦ 投写画面に台形歪みび発生している場合は、「スク U —ン」メニューの「台形補正」で補正してください。 ( D ^47 ページ) 



お知5せ 


♦ アジヤスター脚は締め付け方向にカチッという音びするまで締め付けると、締め付けび完了します。 
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接続する 


お願い 


♦ ビデオデッキを接続するときは、必ずタイムベースコレクター （ TBC ) 内蔵のものを使用するか、または本機とビデオデッキの 
間にタイムベースコレクター （ TBC ) を使用してください。 

♦バースト信号び非標準の信号を接続すると、映像び乱れることびあります。その場合は、本機との間にタイムベースコレクター 
( TBC ) を接続してください。 


お知5せ 


♦本機び投写できるコンピューターからの RGB 信号は、「対応信号 IJ スト」をご覧ください。 （0^69 〜 7] ぺージ） 

♦ 本機とコンピューターを有線 LAN を介して接続する際の詳細は、付属 CD - R 日 M の『取扱説明書ネットワーク操作編』をご 
覧ください。 


接続の前に 


• 接続の際は、接続される機器の取扱説明書をよくお読みください。 

•各機器の電源を「切」にしてからケーブルの接続を行ってください。 

♦ システム接続に必要な接続ケーブルは、各機器の付属品、別売品びない場合は接続される機器に合わせて準備し 
てください。 

• 映像ソースからの映像信号にジッター成分び多い場合は、映像び而らつくことびあります。この場合はタイムべ一 
スコレクター ( TBC ) の接続び必要です。 

•本機に接続でさる信号は、ビデオ信号、 S ビデオ信号、アナ□グ RG 目信号（同期信号は TTL レベル）です。 

• コンピューターの f デルによっては、本機と接続して使用でさないことびあります。 

•各機器と本機を長いケーブルを使用して接続する場合、ケーブル補償器などを使用しないと正常に出画でさない 
ことびあります。 

♦本機び対応する映像信号については、「対応信号 U スト」をご覧ください。 （0^69 〜 7] ぺージ） 
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電源を入れる/切る 


源コードの接続 


電源コードの抜けを防止するため、付属の電源コードホルダーを使用して、本体に根元まで確実に差し込んで固定 
して < ださい。 

■ 電源 コードホルター 

電源コードホルダーは、電源コードび本体から不用意に抜けないようにするためのわのです。 

図 （1) のよラに、電源コードホルダーを電源コードのプラグ部分に取り付けてください。 


電源 コー ドホ J レター 




つまみ 


■取り付け方 

図 （2) のように、電源コードホルダーの左ちのつまみを押しなびら、本体に差し込みます。正確に差し込むと、左ち 
のつめび引っ掛かり「カチッ」という音びして、図 （3) のようになります。 




■取り外し方 

電源コードホルダーの左ちのつまみを押しなびら、本体から弓 I さ抜さます。 
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電源を入れる/切る（つづき) 


< STANDBY ( R )/ ON ( G > インジケーターについて 


電源の状態を表示します。 〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉 インジケーターの状態をよく確認し、操作してください。 
〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉 インジケーター 



点'打状況 

本機の状態 

消灯 

電源コードび差し込まれていません。 

赤色 

点灯 

電源コードび差し込まれています。 

本機は冷却び完了した後にスタンバイ状態になっています。 

点滅 

通常の電源オフ手順によるファン冷却び完了し、 〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉 インジ 
ケーターの点滅び止まるまで、本機を操作することはでさません。 

本体内部の温度び異常に高くなっています。このとさ、 〈 WARNING 〉 インジケーター 
わ赤色点滅します。 （0^58 ページ） 

温度び下びり、 〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉 インジケーターの点滅び止まるまで、本 
機を操作することはでさません。 

緑色 

点灯 

投写状態です。 

点滅 

ノ（ワーマネージメントモードであることを示します。 
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源を入れる 


電源を入れる/切る（つづき) 



1 ) 本体の電源を入れる前に、コンピューターやビデ 
才などの外部機器の接続を完了させます。 

2 ) 本体の電源コードをコンセントに接続します。 
〈STAND 目 Y(R)/ON(G)〉 インジケーターび赤 
色に点灯します。レンズキャップをはずします。 

3 ) 本体操作部または IJ モコンの 〈ON/STAND- 
BY> ボタンを押します。 〈STAND 目 Y(R)/ 
ON(G)> インジケーターび緑色に点灯して、冷却 
ファンの回転び始まります。スク U —ンに準備画 
面び表示され、カウントダウンび始まります。 

4 ) カウントダウン後、前回使用時に選択した入力 
モードとランプノ（ワーの状態びスク U —ンに表示さ 
れます。 

5 ) 電源を入れたとさに入力信号びない場合や本体を 
操作中に信号び途絶えた場合には、ビデオ/コン 
ピューター選択画面びスク U —ンに表示されます。 
そのよラな場合には、▲▼を押して適切な入力 

ドにポインターを移動し、 〈SELECT〉 ボタン 
を押します。続いて、入力信号の確認画面に従い、 
入力信号と接続状態を確認します。 


暗証番号で□ックされている場合には、暗証番号 
の入力画面び表示されます。次のページに示され 
た手順に従い、暗証番号を入力します。 


06 

Panasonic 


電源を入れてから30秒間準備 
画面び表示されます。 

選択中の入力元およびランプ制御 



ランプパワーの状態 




お知5せ 


• [□コ'選択]機能びオフになっていると、準備画面の力 
ウントダウソま表示されますび□ゴは表示されません。 
(0^51 ぺージ） 

♦ [オンスク U —ン表示]機能の[カウントダウンオフ]また 
は[オフ]を選択している場合は、準備画面は表示されま 
せん。 (0^51 ぺージ） 

♦[ 自動入力切換]機能び [ オン 2] になっていると、入力 
信号の自動検出び行われます。 (0^50 ページ） 

♦[ ダイレクトオン]機能びオンに設定されている場合、コ 
ンセントに電源コードを接続すると同時に自動的に電源び 
入ります。 （D^ 日2ぺージ） 
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電源を入れる/切る（つづき) 
暗証番号を入力する 


AT ボタンを使用して、数字を選択します。 ► ボタン 
を押して、数字を確定し、次のボックスに赤枠ポインター 
を移動します。確定した数字は「*」という表示になり 
ます。数字を間違えた場合は、 ◄ ボタンを使用して、 
修正したいところに赤枠ポインターを戻し、正確な数字 
を入力します D 

このステップを繰り返して、4巧すべてを入力します。 

4ネ行の入力び完了したら、ポインターを[セット]に移 
動します。 〈SELECT〉 ボタンを押すと暗証番号の入力 
び完了し、本機の操作を開始でさます。 

誤った暗証番号を入力すると、番号び（木***)赤色 
になります。その場合には、暗証番号を最初から入力 
し直してください。 


暗証番号入力画面 



[OK] アイコンび表示されたら、 
本機の操作を開始できます。 


OK 


お知5せ 


♦ 暗証番号入力画面び表示されてから3分内に暗証番号 
の入力びない場合や、正しい番号を入力し直さなければ、 
自動的に本機の電源びオフになります。 

♦初期設定の暗証番号は、「1234」です。 



暗証番号登録中を知5せるシール 
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電源を入れる/切る（つづき) 



ミミミ草源か切れます」 といつメッセ-ソか表 TJX 4 秒間 「もう1度}甲ずと電源が切れます」 

じ-れます。 というメッセージび表示されます。 

2 ) わラ]度、〈少/|〉ボタンを押すと、電源び切れま 
す。 〈STAND 目 Y(R)/ON(G)〉 インジケーターび 
赤色で点滅します。冷却ファソまそのまま回転し 
続けます。この状態で、冷却ファンは回転した状 
態ですび、電源コードを抜くことびでさます。 

3 ) 本体の温度び十分に下びり、 〈STAND 目 Y(R)/ 

ON(G)> インジケーターの点滅び止まると、本体 
の電源を入れることびでさます。 


お知5せ 


♦ 本体の温度び十分に下びるまで、本機を箱などに入れない 
で < ださい。 

♦ < STANDBY ( R )/ ON ( G )> インジケーターび点滅している 
間は、ランプの冷却び行われているため、本機の電源を 
入れることはでさません。再び本機の電源を入れる場合は、 
< STANDBY ( R )/ ON ( G )> インジケーターの点滅び止ま 
るまでお待ちください。 

♦ < STANDBY ( R )/ ON ( G )> インジケーターび赤色点打に 
なったら、本機の電源を入れることびでさます。電源を切っ 
てから直ぐに電源コードを抜いた場合に比べると、正規の 
手順で電源を切ってフアン冷却を行った場合のちび、再び 
電源を入れたとさの待機時間び短くなります。 


■ダイレクトパワーオフ機能 

投写中であってわ、電源コードを抜いたり、電源ブレー 
カーにより電源を切ることびでさます。 



お知5せ 


♦ 電源ブレーカーまたは電源コードをコンセントから抜いて 
電源を落とした場合、すぐに本機の電源を入れ直すことは 
でさません。高温になっているランプを冷ます必要びあり、 
再び電源を入れたとさに、ランプび点打するまでに多少の 
時間びかかります。 
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投写する 


外部機器の接続および電源コードの接続 (0^25 ぺージ）を確認し、電源を入れる （0^27 ぺージ）と投写を 
開始します。投写する映像を選択し、映像の映り具合を調整してください。 


投写する映像を選択する 


映像の入力を切り換えます。 

U モコンの 〈COMPUTER ]〉、 〈 COMPUTERS 〉、 
〈 VIDEO 〉、〈 S - VIDEO 〉、〈 COMPONENT 〉 ボタン 
で選択した映像び投写されます。 ( tt ^31 ページ） 


お願い 


♦ 接続機器や再生する DVD やビデオテープによっては、正 
常に映像び映らないことびあります。[入力」メニューの 
「 Component 」、 l " S - vicleo 」、 「ビデオ」 （11^37 ぺージ) 
で入力信号に合ったシステムち式に設定してください。 

♦ 投写するスク U - ンと映像の縦横比を確認し、「スク U - ン」 
メニュー (0^46 ページ）から最適な縦横比に切り換え 
て < ださい。 


映像の映り具合を調整する 



1) 投写角度を調整ずる 

• 詳しくは「アジャスター脚の調劃をご覧ください。 
(0^23 ぺージ） 

2 ) ズームとフオーカスを調整ずる 

[ズーム U ング]と[フオーカス U ング]を回して映 
像を調整します。 

フオー カス IJ ング ズーム IJ ング 



お知5せ 


♦ フォーカス調整は、映像を映した状態で3日分上経過し 
たのちに行うことをお勧めします。 

♦ 口才ーカス U ング」を回すと投写サイズび変わるため「ズー 
ムレバー」を回して、再度投写サイズを微調整してくださ 
い。 

♦ 台形ひずみび発生している場合は、「スク U —ン」メニュー 
の「台形補正」 （0^47 ページ）を行ってください。 
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■ J モコンで操作する 



オートセットアップ機能を使う 


このボタンを押すと、[自動入力切換](コンピューター 
からのアナ□グ RGB 信号入力時)、 [ 自動台形補正]、[自 
動 PC 調整]を自動調整することびでさます。 


^ETUP 



ボタン 


リモコンの 〈AUTO SETUP ) ボタンを押ず 


お知5せ 


♦ 詳しくは「メインメニューについて」の「才ートセットアッス 
をご覧ください。 （0^ 日日ページ） 


入力信号を切り換える 


このボタンを押すと、入力信号を切り換えることびでさ 
よ9 〇 


COMPUTER 

〇〇 

VIDEO S-VIDEO COMPOr 

mmm 


ボタン 


COMPUTER 1 

コンピューター] ( RG 目)/コン 
ピューター] ( Scart ) に切り換え 

On 9 〇 

COMPUTER 2 

コンピューター 2 ( RGB ) に切り 
換えます。 

VIDEO 

ビデオ入力に切り換えます。 

S-VIDEO 

コンピューター]に- video ) に切 
り換えます。 

COMPONENT 

コンピューター] ( Component ) 
に切り換えます。 


(SCREEN) ボタン 


このボタンを押すと、スク U —ンモードを選択したり、 
スク U —ンサイズを変更することびでさます。 


SCREEN 

〇 


ボタン 


リモコンの 〈 SCREEN 〉 ボタンを押ず 


お知!5せ 


♦ 詳しくは「スク U —ンについて」をご覧ください。 
(豚46ぺージ） 


(KEYSTONE) ボタン 


このボタンを押すと、台形歪みを補正することびでを 
よ9 〇 

KEYSTONE 

ボタン 

〈AUTO SETUP 〉 ボタンを押しても投写映像に台形ひ 
ずみびある場合は、下の手順に従い手動で補正しま 
す。 

Uf コンの 〈 KEYSTONE 〉 ボタンを押します。台形補 
正画面び表示されます。▲▼を押して台形歪みを 
補正します。台形補正の情報は保存でさます。 

(豚47ぺージ） 



リモコンの 〈 COMPUTER 1〉、 
〈 COMPUTERS 〉、〈 VIDEO 〉、 
〈 S - VIDEO 〉、( COMPONENT ) ボタンを 
選択ずる 
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リモコンで操作ずる （つづき) 


操作 

画面の状態 

乂を押すと、 

^~\1 

台形の上部を 


補正でさます。 

\ / 

▼ を押すと、 

11 \ 

台形の底部を 


補正でさます。 

1 \ |\ 

—— ►! —— 


静止機能を使う 


このボタンを押すと、外部機器の再生中であっても、 
一時的に映像を静止させ、消音することびでさます。 

Q ボタン 

このボタンを押すと、一時的に投写映像び静止し、音 
声も消えます。静止機能を中止するには、 〈 FREEZE 〉 
ボタンをわう一度押すか、または IJ モコン内の任意のボ 
タンを押します。 

静止中は、図]のアイコンび表示されます。 




お知5せ 


• 白の矢印は、補正されていないことを示します。 

♦ 赤の矢印は、その方向に補正されていることを示します。 
♦ 台形補正の限界まで < るとその方向の矢印び消えます。 

• 台形補正画面び表示されているとさに、 U モコンの 
(KEYSTONE) ボタンをちう]度押すと、台形補正前 
の状態に戻ります。 （0^47 ページ） 

♦ 入力信号により補正可能な範囲び変わることびあります。 


AV ミユート機能を使ラ 


AV MUTE 

い ボタン 


〈 INFO .〉 ボタン 


このボタンを押すと、インフォメーシヨンメニューを表 
示することびでさます。 

ボタン 


リモコンの 〈 INFO .〉 ボタンを押ず 


お知5せ 


♦ 詳しくは「インフォメーションについて」をご覧ください。 
(0^57 ぺージ） 


このボタンを押すと、映像と音声を一時的に消すことび 
できます。元に戻すには 、 <AV MUTE 〉 ボタンをもう 
一度押すか、または、 U モコン内の任意のボタンを押し 
よ9 〇 


• □コ'び設定されていない場合は 、 <AV MUTE 〉 ボ 
タンを押す度に、次の順番で切り換わります。 


黒スク U —ン ◄—"► 投写映像 


•付属の CD - ROM に収録されている「□ゴ転送ソフ 
トウエア」を使用すると、コンピューターからプ□ジエ 
クターに□ゴを送ることびでさます。□ゴ選択 (11^ 
己]ぺージ）で[ユーヴ ー] として設定すると 、 <AV 
MUTE 〉 ボタンを押す度に、次の順番で□ゴびスク 
IJ ー ンに投写されます（□ゴはユーヴー定義可能)。 



♦〈MUTE〉 ボタンを使用して AV ミユート機能を解除する 
と、音声ミュートび解除され音声び出てさます。 
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リモコンで操作ずる （つづき) 


〈P-TIMER> ボタン 


このボタンを押すと、カウントアップ/カウントダウン機 
能を使用でさます。 


P-TIMER 



ボタン 


リモコンの 〈 P - TIMER 〉 ボタンを押ず 


お知5せ 


♦ 時間のカウントを停止するには、 〈 P - TIMER 〉 ボタンを押 
します。プレゼンテーシヨンタイマー機能を中止するには、 
〈 P - TIMER 〉 ボタンを長押しします。 (0^53 ページ） 


(VOLUME) ボタン 


内蔵スピーカーの音量を調整でさます。 



ボタン 


本体操作部または IJ モコンの 〈 VOLUME +/-〉 ボタン 
を押して、音量を調整します。しばらくの間、スク U — 
ンに音量調整画面び表示されます。 


お知!5せ 


♦ 詳しくは「サウンドについて」の信量をご覧ください。 
(豚49ぺージ） 


(LAMP) ボタン 


このボタンを押すと、ランプパワーモードを選択して、 
スク U —ンの明るさを変えることびでさます。 


LAMP 



ボタン 


リモコンの 〈 LAMP 〉 ボタンを押ず 


お知5せ 


• 詳しくは [ 設定]メニューの [ つンプパワー ] をご覧くださ 
し、 （0^ 己4ぺージ） 


(D.ZOOM) ボタン 


デジタルズームの +/- モードを切り換えることびでさ 
よ9 〇 


ボタン 


リモコンの 〈 D . ZOOM +/-〉（▲/▼) ボタンを 

巧ず 



(IMAGE) ボタン 


このボタンを押すと、画質モードを選択でさます。 

IMAGE > 

〈 IMAGE 〉 ボタンを押して、[ダイナミック]、[標準]、 
…アル]、[シネマ]、[黒（緑）板]、[カラーボード]、 
[イメージ]]、[イメージ2]、[イメージ3]、[イメー 
ジ 4] のいずれかの f ードを選択します。 


〈MUTE〉 ボタン 


このボタンを押して、[オン]を選択すると、一時的に 
音声を消すことびでさます。 

MUTE C ,、 

リモコンの 〈 MUTE 〉 ボタンを押ず 


お知！5せ 


♦ 音声ミユートを解除するには、もう一度このボタンを押して、 
[オフ]選択するか、または〈 V 日 LUME +/-〉 ボタンを押 
します。 （0^49 ぺージ） 



お知5せ 


♦ 詳しくは「スク U —ンについて」の「デジタルズーム+/—」 
をご覧ください。 （11:^47 ページ） 
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■操作 





■操作の手順 


1)( MENU ) ボタンを押ず 

メインメニュー画面び表示されます。 



2) 乂▼ボタンで、変更したい項目を選択ずる 

[入力]、 [ PC 調整]、[画質モード]、[画質調整]、 
[スク IJ ーン]、[サウンド]、[設定]、[インフォメーシヨ 
ン]、および[ネットワーク]の9項目から、調整 
したい項目を選択します。選択中の項目はオレンジ 
色のカーソルで表示され、その項目のサブメニュー 
びち側に表示されます。 



3) ► または 〈 SELECT 〉 ボタンを押ず 

サブメニューの項目び選択できるようになります。 



4) AT ボタンで、変更したいヴブメニューの 
項目を選択する 

5) ( SELECT ) ボタンまたは ► を押して、 
変更したい項目を表示ずる 

6) ボタンで、設定の切り換えや調 
整を行う 

7) ◄ ボタンで一つ前のメニューに戻り、 
〈 MENU 〉 ボタンを押して、メインメニュー 
を閉じる 


♦ 本機に入力される信号によっては、調整できない項目や使 
用できない機能びあります。調整または使用できない状態 
のとさは、メニュー画面の項目び灰色で表示され、その項 
目は選択でさません。 

♦ 信号び入力されていない場合でち、調整でさる項目びあり 
ます。 

♦ サブメニューの詳綱ま、3己および36ページをご覧くだ 
さい。 


画質 モード 
画質調整 

スクりーン 
サウンド 


お知!5せ 




画質 モード 
画質調整 

-スクりーン 
ヴウンド 

設定_ 

インフォプーミ 
ネツトワーク 


.一画面の操作方法 



調整と設定 
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L 一操作（つづき) 


メインメニュー 


メインメニューにはじ(下の9項目びあります。 

メインメニューの項目を選択すると、ヴブメニューの選 
択画面に移ります。 


空 

入力 


PC 調整 

個 

画質モード 

■漏 

画質調整 

今 

スク IJ ーン 

(» 

サウンド 

U 

日又た 

〇 

□ 

インフオメーシヨン 

を 

ネットワーク 


ヴブメニユー 


選択したメインメニューのサブメニュー項目び表示さ 
れ、各項目の設定または調整びでさます。 

■入力[基] 


ヴブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

コンピューター] 

RGB 

37 

コンピューター2 

RGB 

37 

ビデオ 

- 

37 


■ PC 調整[白] 


ヴブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

自動 PC 調整 

- 

39 

トラッキング 

国 

40 

総ドット数 

- 

40 

水平位置 

国 

40 

垂直位置 

- 

40 

コンピューター情報 

- 

41 

クランプ 

- 

41 

画面領域 H 

- 

41 

画面領域 V 

国 

41 

IJ セット 

- 

41 

データ消去 

国 

41 

メ刊一 

- 

41 


お知5せ 


• これらの機能は、入カモードびコンピューターの場合に利 
用でさます。 

■画質モード [闇] 


ヴブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

ダイナミック 

国 

42 

標準 

国 

42 

リアル 

- 

42 

シネマ 

国 

42 

黒（緑）板 

- 

42 

カラーボード 

赤 

42 

イメージ1 -4 

- 

42 


調整と設定 
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L 一操作（つづき) 


画質調整 [ ID ] 


ヴブメニユー項目 

初期設定 

ぺージ 

コントラスト 

32 

43 

明るさ 

32 

43 

色の濃さ*1 

32 

43 

色合い*^ 

32 

43 

ァイの 

- 

43 

色温度 

中 

44 

赤 

32 

44 

緑 

32 

44 

青 

32 

44 

画質 

8 

44 

ガンマ補正 

8 

44 

ノイズ U ダクシヨン*] 

L 1 

45 

プ□グレッシブ* J 

L 1 

45 

IJ セット 

- 

45 

メ刊一 

- 

45 

*1 :ビデオ系信号をプ□ジコ 
る機能です。 

画 スクリーン [。ミ h 

こクターに入力する際に利用でさ 

] 

ヴブメニユー項目 

初期設定 

ぺージ 

ノー 7ル 

- 

46 

フル 

国 

46 

ワイド (16:9) 

- 

46 

ズーム 

- 

46 

U ァル*] 

- 

46 

ピッタ IJ ワイド*2 

国 

46 

カスタム 

- 

46 

カスタム調整 

- 

47 

デジタルズーム+ *^ 

国 

47 

デジタルズーム-*^ 

- 

47 

台形補正 

メモ U — 

47 

天つり 

オフ 

48 

IJ ァ投映 

オフ 

48 

スク IJ ーンアスペクトが 

初期設定 

(16:10) 

48 

IJ セット 

- 

48 


*1 :コンピューター信号をプ□ジェクターに入力する際に利 
用できる機能です。 

*2 : PT - LW 2 己 H のみ。 


■サウンド[(狐] 


ヴブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

曰里 

15 

49 

ごお立 
/目曰 

オフ 

49 


■設定け 1] 


ヴブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

言語 

曰本語 

50 

メニュー位置 

中央 

50 

オートセットアップ 

国 

50 

バックグラウンド 

青 

己] 

オンスク U —ン表示 

オン 

己] 

□□ 

国 

己] 

端テ 

コンピューター S 

52 

パヮーマネージメント 

シャットダウン 

52 

ダイレクトオン 

オフ 

52 

スタンバイ f ード 

王こ！ 

52 

プレゼンテーションタイマー 

カウントアップ 

53 

ク□ーズドキャプション 

オフ 

53 

ランプノくワー 

ノー 7 ル 

54 

U モコンコード 

すべて 

54 

セキュ U ティ 

オフ 

54 

フアン 

し 2 

己己 

フアン制御 

オフ 

己己 

映像遅延制御 

オフ 

己己 

フィルターカウンター 

- 

56 

警告履歴 

- 

56 

AMX D . D . 

オフ 

56 

初期設定 

国 

56 


■インフオメーシヨン [□] 


サブメニュー項目 

初期設定 

ぺージ 

入力 

- 

57 

システム 

国 

57 

水平周波数 

国 

57 

垂直周波数 

国 

57 

スク U —ン 

国 

57 

言語 

国 

57 

ランプノくワー 

国 

57 

ランプ使用時間 

国 

57 

パヮーマネージメント 

- 

57 

キー □ック 

国 

57 

暗証番号□ック 

国 

57 

U モコンコード 

国 

57 

シ U アル番号 

国 

57 


■ネットワーク[金] 

阳又扱説明書ネットワーク操作編』をご覧<ださい。 


調整と設定 
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「入力」について 


メインメニューの[入力]を選択して、サブメニュ - 
の項目を選択してください （ r メニュー画面の操作 
方法」1^34ページ)。 


リモコン 


本体操作部 


し UIVI ド U I tK 

Dd) 


VIDEO S-VIDEO COMPONENT 

mmm 



MENU SCREEIST ブ KEYSTOI 

000 


AUTO SETUP 


LAMP 

皆 

© © 

MENU SELECT 


コン ピューター 1:RGB / 
Component / RGB(Scart)/ 
S-video 


1 ) 


コンピューター 1 ] を選 


2 ) 

3) 


▲ ▼を巧して、 

択ずる 

► を押して、サブメニューに移る 

▲ ▼を押して、に ompon 飢 t ] 
[ RGB ( Scart )] または [ S - video ] を選択 
ずる 

4) ( SELECT ) ボタンを押ず 

♦[ コンピューター1 ] を選択した場合は、 
[ Component ] [ RGB ( Scart )] または 
に- video ] のいずれかを選択できます。 


コン ピューター 2: RGB 


▲ ▼ を押して、 [ コンピューター2 ( RGB )] 
を選択し、 ( SELECT ) ボタンを押ず 


整機能により適切な映像び投写されます。 
映像び適切に投写されない場合は、手動で 
調整する必要びあります。 

コンピユーターからの信号び無いことを示 
します。コンピューターと本機との接続を 
確認してください。 


I モード1| モードの設定は、 PC 調整メニューから手 

' - ' 動で行います。調整データは、モード 

1-10 に保存でさます。 


巨 VGA 1] 本機で対応している PC システムび表示 
されます。 

* モード1 と SVGA 1 は一例です。 


1) を押して、[システム]を選択ずる 

2) ► または 〈 SELECT 〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 

3) AT を押して、適切なシステムを選択する 


ビデオ 


▲ ▼を押して、[ビデオ]を選択し、 
〈 SE に CT 〉 ボタンを押ず 


■ ビデオシステムの選択 

ビデオまたは S-video 
Auto 

入力されたビデオ信号のカラーち式を本機び自動で 
対化\します。 

カラーち式び PAL - M または PAL - N の場合は、シス 
テムを手動で選択してください。 


■ コンピューターシステムの選択 

本機は自動的にマルチスキャンシステムおよび自動 
PC 調整機能により、いろいろなタイプのコンピュー 
ターに対応します。コンピューターび信号源として 
選択されると、プ□ジェクターは自動的に信号フォ 
ーマットを検出し、特別な操作をせずに適切な映像 
び投写されます。（本機の対応信号については 
69〜 7] ページをご覧ください。） 


PAL / SECAM / NTSC / NTSC 4.43/ PAL - M / PAL-N 

適切なビデオ映像び投写されない場合は、 PAL 、 
SECAM 、 NTSC、NTSC 4.43、 PAL - M 、 PAL-N 
の中から、適切なカラーち式を選択してください。 


[Auto 


接続しているコンピューターからの信号 
を本機び認識でさない場合には、システム 
メニュー欄に [ Auto ] と表示され、 PC 調 
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「入力」について（っづき) 


Component 

Auto 

入力されたコンポーネントビデオ信号に本機び自動 
で対化\します D 


COMPONENT のビデオ信号お式 


適切なビデオ映像び投写されない場合は、480し 
己76し 480 P 、 己 76 p 、720 p 、 ] 035し1 080 i 
の中から、適切なコンポーネントビデオ信号を選択 
してください。 

1) を押して、[システム]を選択ずる 

2) ► または 〈 SELECT 〉 ボタンを押して、 
ヴブメニユーに移る 

3) AT を巧して、適切なシステムを選択ずる 


お願い 


• オートセットアップ機能の「自動入力切換」機能を[才 
ン1 ] または [ オン 2] に設定している場合は、入力 
信号の自動サーチび実行されます。 

• RGB ( Scart ) を選択している場合は、ビデオシステム 
を選択することはでさません。 
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r 自動 PC 調整」について 


メインメニューの [ PC 調整]を選択して、ヴブメ 
ニューの項目を選択してください （ r メニュー画面の 
操作方法」0^34ぺージ)。 


リモコン 


本体操作部 


COMPUTER 

〇〇 

VIDEO S-VIDEO COMPONENT 

000 

E 唾◎(蝴 

MENU SCREEN 巧 KEYSTONE INFO. 

000 o 


AUTO SETUP 


LAMP 

o 


VOL- 


MENU SELECT 


VOL + 


自動 PC 調整 


自動 PC 調整機能は、お使いのコンピューターに合わ 
せて、トラッキング、総ドット数、水平位置、垂直位置 
を自動調整する機能です。 

▲ ▼ を押して、 [ 自動 PC 調整]を選択して 
か!5、 ( SELECT ) ボタンを押ず 

♦ 自動 PC 調整中は、 「しば!5くお待ち下さい」 と 

し巧メッセージび表示されます。 

調整値を保存ずる方法 

自動 PC 調整により調整された値を本機に保存するこ 
とびでさます。調整値を本機に保存してお<と、次回か 
らは PC システムメニュー ( tt ^37 ぺージ）でド 
り〜] 0) を選択するだけで設定び完了します。「メ 
fU -」( D ^41 ぺージ）もご覧ください。 


お願い 


コンピューターによっては、この自動 PC 調整でトラッ 
キング、総ドット数、水平位置、垂直位置を調整でさ 
ないことびあります。この機能で適切な映像び得られ 
ない場合は、手動で調整する必要びあります 
(献4日〜 4] ぺージ)。 

PC システムメニュー (0:^37 ぺージ）で480し 
己76し 480 p 、 己 76 p 、720 p 、 ] 03己し1 080 i 
のいずれかび選択されている場合は、自動 PC 調整 
機能は働さません。 
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r 手動 PC 調整」について 


メインメニューの [ PC 調整]を選択して、ヴブメ 
ニューの項目を選択してください （ r メニュー画面の 
操作方法」0^34ぺージ)。 


リモコン 



MENU SCREEN^KEYSTONE INFO. 

〇 


本体操作部 


AUTO SETUP 


VOL- 


MENU SELECT 


VOL + 


お使いのコンピューターび特殊な信号ち式を採用して 
いる場合、本機のマルチスキャンシステムで調整するこ 
とびでさないことびあります。その場合は、その信号 
方式に合わせて PC 調整項目を手動で調整します。本 
機には、手動で調整した値を保存できる専用のメモ IJ 一 
領域びあり、 ] 0パターンまで保存でさます。これによ 
り、特定のコンピューター専用の設定をいつでも呼び 
出すことびでさます。 


トラッキング 


1) を押して、[トラッ丰ング]を選択 
ずる 

2) 〈SELECT〉 ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、値を調整ずる 

• 値は〇〜3 ] の範囲で調整でさます。 


総ドット 


1) を押して、[総ドット数]を選択ずる。 

2) 〈SELECT〉 ボタンを巧して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、値を調整ずる 


水平位置 


1) を押して、[水平位置]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを巧して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、水平位置を調整ずる 
■水平位置（左ち）の調整 



垂直位置 


1) を押して、[垂直位置]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを巧して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、映像の垂直位置を調整 
ずる 

■垂直位置（上下）の調整 
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r 手動 PC 調劃について（つづき) 


コンピューター情報 


1) AT を押して、 [ コンピューター情報]を 
選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
サブメニューに移ると、接続されているコ 
ンピューターの水平周液数および垂直周 
液数が表示される 


クランプ 


1) を押して、[クランプ]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調壁ずる 

• 映像に暗色の線び出る場合に、この調整を行い 
よ9 〇 


画面領域 


1) を巧して、[画面領域 H] を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、水平方向の画面領域を調 
整ずる 


リセット 


この U セット機能を実行すると、すべての調整び解除さ 
れ、最初の状態に戻ります。 

1) を押して、[リセット]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

• 確認画面び表示されたら、[はい]を選択します。 


—夕消去 


1) を押して、[データ消去]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 

• 消去したいモードを選択して、 〈 SELECT 〉 ボタ 
ンを押します。 


メモリー 


1) を押して、[メモリー]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 

• 保存先として、モード ] 〜] 0のいずれかを選 
択して、 〈 SELECT 〉 ボタンを押します。 


画面領域V 


1) AT を押して、[画面領域V]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を巧して、垂直方向の画面領域を調 
整ずる 
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r 画質モード」について 


メインメニューの[画質モード]を選択して、サブ 
メニューの項目を選択してください （ r メニュー画面 
の操作方法」0^34ページ)。 


U モコン 


本体操作部 



MENU SCREEN 巧 KEYSTONE INFO. 

〇 
Lv^P 


• 0 ( 
FREEZE AVMUTE P-TIMER 

000 
oo 


AUTO SETUP 


LAMP 

o 


VOL-I 


◎ ◎ 

◎ ◎ 

MENU SELECT 


VOL + 


ダイナ三ック 


明るい部屋向けの画質モード。 

▲ ▼を押して、[ダイナミック]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


標準 


あらかじめ設定されている標準的な画質モード。 

AT を押して、[標準]を選択し、 〈SE に CT〉 
ボタンを押ず 


黒板に投写する場合の f ード。 

赢▼を押して、[黒（緑）板]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

• このモードは、黒板に投写した映像を最適化しま 
す。黒色の黒板ではなく、緑色の黒板で効果が 
あ0ます。 


ラー ■ホード 


壁面などのカラーボードに投写する場合の f ード。 

1) を押して、[カラーボード]を選択 
ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニユーに移る 

♦赤、青、黄、緑のいずれかを選択でをます。 


イメ ージ1〜4 


「画質調整」メニューの「メモ IJ 一」で設定したユーヴー 
定義の画質 f ード。 

このイメージメ fU - は、コンピューター、コンポーネ 
ント、ビデオの入力 f ードごとに用意されています。 

▲ ▼ を押して、[イメージ1〜 4] を選択し 
てか!5、 (SELECT) ボタンを押ず 


リアル 


中間階調を明るく見せる画質モード。 

を押して、 [ リアル]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


シネマ 


階調表現を重視した画質モード。 

▲ ▼を巧して、[シネマ]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 
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r 画質調整」について 


メインメニューの[画質調整]を選択して、ヴブメ 
ニューの項目を選択してください。 （ r メニュー画面 
の操作方法」0^34ページ)。 


U モコン 


起 


MENU SCREEN^KEYSTONE INFO. 

moo o 

FREEZE AVMUTE P-TIMER LAMP 

000 o 

IMAGE 

oo ~ 


本体操作部 


AUTO SETUP 

lAqMP O 

# 

o o 


VOL -I 


VOL + 


MENU SELECT 


コントラスト 


1) AT を押して、[コントラスト]を選択 
ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

► ボタンを押す 

画面び明るくなり、 
映像び濃 < なります 

最大値+ 63 

◄ボタンを押す 

画面び暗<なり、映 
像び薄くなります 

最ル値0 


色の濃さ 


1) を押して、[色の濃さ]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

► ボタンを押す 

色を濃くなります 

最大値+ 63 

◄ ボタンを押す 

色を薄くなります 

最ル値0 


お知!5せ 


ビデオ系信号入力時に、[色の濃さ]を調整でさます。 


色ちい 


1) を押して、[色合い]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調整して適切な 
色台いにずる 

♦ 値は日〜63の範囲で調整でさます。 


お知!5せ 


ビデオ系信号入力時で、カラーち式び NTSC または 
NTSC 4.43 のとき、 [ 色合い]を調整できます。 


明るさ 


1) AT を押して、[明るさ]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を巧して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

► ボタンを押す 

画面の暗い部分（黒 
色）び明る<なります 

最大値+ 63 

◄ボタンを押す 

画面の暗い部分（黒 
色）び暗くなります 

最ル値0 


アイリス 


1) 乂▼を押して、[アイリス]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) 乂▼を押して、オン/オフを切り換える 


オフ 

無効 

オン 

画面全体の明るさび暗めのとさに、コン 
トラストび濃くなります 
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r 画質調整」について（つづき) 


色温度 


1) を押して、[色温度]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、適切な色温度レベルを選 
択ずる 

•[超低]、[低]、[中]、[高]のいずれかの色温 
度レベルを選択でさます。 


お知5せ 


♦[ 画質モード]メニューで[黒（緑）板]または [ カラーボー 
ド]を選択すると、 [ 色温度]レベルに[黒（緑）板]また 
は [ カラーボード]び表示されます。 


1) を押して、[青]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを巧して、調整画面を 
表示ずる 

3) ◄►を押して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

► ボタンを押す 

映像の白色部分の青 
みび強くなります 

最大値+ 63 

◄ボタンを押す 

映像の白色部分の青 
みび弱<なります 

最ル値0 


1) AT を押して、[赤]を選択ずる 

2) 〈SE に CT〉 ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

► ボタンを押す 

映像の白色部分のホ 
みび強くなります 

最大値+ 63 

◄ボタンを押す 

映像の白色部分の赤 
みび弱<な0ます 

最ル値0 


画質 


1) を押して、[画質]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを巧して、調整画面を 
表巧ずる 

3) を押して、レベルを調整ずる。 


操作 

変化内容 

調整節囲 

►ボタンを押す 

輪郭びシャープになり 
ます 

最大値+ ] 己 

◄ボタンを押す 

輪郭びやわらか < なり 
ます 

最小値日 


1) を押して、[緑]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、レベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整節囲 

►ボタンを押す 

映像の白色部分の緑 
び強くなります 

最大値+ 63 

◄ボタンを押す 

映像の白色部分の緑 
び弱<なります 

最ル値0 


ガンマ補正 


1) を押して、[ガンマ補正]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、ガンマ値を調整して、コン 
トラストのノてランスをよ<ずる 

♦ 値は日〜] 5の範囲で調整でさます。 
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r 画質調整」について（つづき) 


ノイズリダクション 


リセット 


1) を押して、[ノイズリダクション]を 
選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、適切な項目を選択ずる 


オフ 

ノイズ IJ ダクシヨンを無効にします 

L 1 

低感度のノイズ U ダクシヨン 

L 2 

高感度のノイズ U ダクシヨン 


映像信号ノイズを減らすことびでさます。上記の 
中から適切なオプションを選択して、画質をなめ 
らかにします。 

PC システムメニユーで48日 P 、 己 76 p 、 72日 P 、 
1日3己しまたは]日 80 i を選択すると、ノイズ U 
ダクションは選択でさません。 


お知5せ 


ノイズ U ダクシヨン機能はビデオ系信号を入力する際に利 
用でさます。 


この U セット機能を実行すると、すべての調整び解除さ 
れ、最初の状態に戻ります。 

1) を押して、[リセット]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

• 確認画面び表示されたら、[はい]を選択します。 


メモリー 


1) を押して、[メモリー]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押ず 

3) を押して、イメージ1〜4のいずれ 
かを選択して、 〈SELECT〉 ボタンを 
押ず 

• 確認画面び表示されたら、 [ はい]を選択します。 


プ□グレッシブ 


1) を押して、[プ□グレッシブ]を選択 
ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、調整画面を 
表示ずる 

3) を押して、適切な項目を選択ずる 

♦ インターレースのビデオ信号をプ□グレッシブ 
モードで表示することびできます。下のオプシヨ 
ンを選択します。 

♦ PC システムメニユーで48日 P 、 己 76 p 、 72日 P 、 
1日3己しまたは]日 80 i を選択すると、プ□グレッ 
シブは選択でさません。 


オフ 

プ□グレッシブを無効にします 

L 1 

動画に適したレベル設定です 

L 2 

静止画に適したレベル設定です 

フイルム 

つィ J レム映画から方式変換された映像 
の再生に適したレベル設定です 


お知5せ 


プ□グレッシブ機能は、ビデオ系信号を入力する際に利用 
でさます。 
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「スクリーン」について 


ノーマル 


入力信号のアスペクト比を変えずに、スク U —ンサイズ 
に合わせて投写します。 

▲ ▼を押して、[ノーマル]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


フル 


フルスク U —ンの映像を投写します。 

▲ ▼ を押して、 [ フル]を選択し、 (SELECT) 
ボタンを押ず 


ワイド (16:9) 


アスペクト比] 6:9で投写します。 

▲ ▼を押して、[ワイド （16:9)] を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


ズーム 


映像のサイズを相対的に調整して、スク U —ン全倘こ 
収めます。映像の上下または左ちのいずれかびスク U — 
ンサイズを超えることびあります。 

▲ ▼を押して、[ズーム]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


リアル 


入力信号の解像度で投写します。入力信号の解像度び 
ノくネル解像度*よりも大さい、またはルさい場合は、 
自動的に映像位置調整機能の調整ハードになります。 

1) を}甲して、[リア^レ]を選択し、 
(SELECT) ボタンを巧ず 

2) ボタンで映像位置を調整ずる 

• 映像位置を調整すると、移動した方向の矢印び 
ホぐ表示されます。調整限界位置で、矢印の表 
示び消えます。 

* PT - LW 2 日 H のパネル解像度： 1280 X 800 
PT - LX 30 H / PT - LX 26 H のノ（ネ J レ角军像度：1024 
X 768 


お知!5せ 


♦U アル機能は、コンピューター信号を入力する際に利用で 
さます。 

♦ PC システムメニューで、48日し己76し48日 P、 

己 76p、720p 、 103己しまたは] 08 Oi を選択してし^ 
る場合は、 U アル機能は無効になるため、表示されません。 
♦ スク U —ンメニューで U アルを選択している場合は、デジ 
タルズーム +/- は選択できません。 


ピッタ IJ ワイド 
[PT-LW25H のみ] 


アスペクト比4:3の映像を、中央はあまり補正せず自 
然な映像になるように徐々に励ブて投写します。 

▲ ▼を}甲して、[ピッタリワイド]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


お知!5せ 


♦ ピッタ U ワイド機能は、ビデオ系信号を入力する際に利用 
でさます。 

♦ PC システムメニューで、72日 P、 1日3己 i または]日 80i 
び選択されている場合、ピッタ U ワイドは選択でさません。 


カスタム 


「カスタム調整」でメモ U —したアスペクト比で映像を 
投写します。 

▲ ▼を押して、[カスタム]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


メインメニューの[スクリーン]を選択して、サブ 
メニューの項目を選択してください （ r メニュー画 
面の操作方法」0^34ぺージ)。 


〔 UtJ ン ] 〔本体操作部 〕 
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r スクリーン」について（つづき) 


カスタム調整 


スク IJ ーンのスケールと位置を手動で調節します。 

1) 乂▼を押して、[カスタム調整]を選択 
ずる 

2) ► または 〈SE に CT〉 ボタンを押して、 
サブメニューに移る 

3) 乂▼を押して、調整したい項目を選択ずる 

• 下に示す項目のいずれかを選択でさます。 


水平/垂直 
スケール 


H&V 


水平/垂直 

位置 


共通 


リセット 


映像のスケールを水平/垂直ち向に 
調整します 


[オン]にすると、アスペクト比を固定 
でさます 


映像の水平/垂直位置を調整します 


調整したスケー J レまたは位置をすべて 
の入力に対して適用されます 


調整した値すべてを U セットします 


デジタルズーム +/- f —ドを終了するには、 〈 D.ZOOM 
+/-〉、 〈 SELECT 〉、 または(外の任意の 
ボタンを押します。 

前のスク U —ンサイズに戻すには、スク U —ンサイズ調 
整メニューでスク IJ ーンサイズを選択するか、または入 
カメニュー (0^37 ぺージ）で入力信号を選択します。 
あるいは、 〈 D.ZOOM +/-> ボタンでスク U —ンヴイ 
ズを調整します。 


お知!5せ 


♦ このデジタルズーム +/- 機能は、コンピューター信号を入 
力する際に利用でさます。 

• [スク U- ンアスペクト]で U アルを選択している場合は、 
デジタルズーム +/- を選択することはでさません。 

•[ スク U —ンアスペクト]で [ カスタム]を選択してい 
る場合は、デジタルズーム +/- を選択することはで 
さません。 

♦ PC システムメニュー(峰37ぺージ）で、 480 し 
己76し 480P 、 己 76p、720p、 ] 03己しまたは 
1 日 80i を選択している場合は、デジタルズーム +/- 機能 
は無効になるため、表示されません。 


デジタル ズーム- 


映像をズームインします。 

1) AT を巧して、 [ デジタルズーム +] を選 
択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

• 画面上のメニューび非表示になり、 [ D . zoom +] 
び表示されます。 

2) (SELECT) ボタンを押して、映像を拡大 
ずる。乂▼◄►を押して、映像の位置を 
調整ずる 

• この映像位置調整機能は、映像信号びパネル解 
像度よりも大さい場合に使用でさます。映像は、 
〈□.ZOOM +〉または 〈 SELECT 〉 ボタンでも 
拡大でさます。 


デジタル ズーム 


映像をズームアウトします。 

1) AT を押して、[デジタルズーム-]を選 
択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

• 画面上のメニユーび非表示になり、 [ D . zoom -] 
び表示されます。 

2) (SELECT) ボタンを押して、映像を縮小 
ずる 

• 映像は、 〈 D.ZOOM -〉または 〈 SELECT 〉 ボタ 
ンでも縮ルでさます。 


台形補正 


映像の台形歪みを補正する機能です。 

1) を押して、[台形補正]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押ず 

3) ▲▼を押して、調整したい項目を選択ずる 


台形補正 

台形歪みを補正します 

メモリー 

台形補正の情報を保存または IJ セット 
します 


下は、[メモ U —]のサブメニューです。 


メモリー 

電源コードを抜いてわ、台形補正した 
状態を保持します 

リセット 

交流電源コードを抜<と、台形補正し 
た状態を解除します 
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r スクリーン」について（つづき) 


天つり 


リセット 


天つりした本体から映像を投写する際に使用する機能 
です。 

1) を押して、[天つり]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) ボタンで映像を調整ずる 

• この機能をオンにすると、映像び上下および左 
ちに反転します。 


調整 データを IJ セットす ると、 すべての調整び解除され、 
最初の状態に戻ります。 

▲ ▼を}甲して、 [U セット]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

• 確認画面び表示されたら、 [ はい]を選択します。 


リア投映 


スク U —ンの背後から投写する際に使用する機能です。 

1) AT を押して、[リア投映]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) AT ボタンで映像を調整ずる 

• この機能をオンにすると、映像び左ちに反転し 
CN 9 〇 


スクリーンアスペクト 
[PT-LW25H のみ] 


アスペクト比び4:3または] 6:9のスク U —ンに投写 
する際に使用する機能です。 

1) を押して、[スクリーンアスペクト] 
を選択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

2) AT を押して、仪下に示ず項目のいずれ 
かを選択しまず 


巧)期設定 
(16:10) 

] 6:10は LCD ノ くネルのアスペクト 
比です。 

16:9 

アスペクト比] 6:9のスク U —ンに 
投写する。 

4:3 

アスペクト比4:3のスク U —ンに投 
写する。 


お知5せ 


[4:3] び選択されている場合、ビデオ系信号入力時のスク 
U —ンメニューの[ピッタ U ワイド]は選択できません。 
[16:9] び選択されている場合、スク U —ンメニューの[ワ 
イド （1 目:9)]は選択できません。 
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「サウンド」について 


メインメニューの[サウンド]を選択して、ヴブメ 
ニューの項目を選択してください （ r メニュー画面の 
操作方法」0^34ぺージ)。 


リモコン 


本体操作部 



AUTO SETUP 


LAMP 

〇 


VOL- 


讚 

MENU SELECT 


VOL + 


音量 


1) AT を押して、[音量]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、音量を調整ずる 


操作 

調整 

調整節囲 

► を押す 

ボ U ユームを上げる 

最大値+ 3 ] 

◄ を押す 

ボ U ユームを下げる 

最小値0 


IJ モコンまたは本体操作部の 〈VOLUME +/-> 
ボタンを押して、音量を調整することわでさます。 


消音 


1) を巧して、[消音]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、消音機能の 
オンとオフを切り換える 

♦ Uf コンの 〈 MUTE 〉 ボタンを押して消音機能を 
オンにすると、一時的に消音でさます。消音を 
解除するには、もう一度 〈 MUTE 〉 ボタンを押し 
て消音機能をオフにするか、または 〈VOLUME 
+/-> ボタンを押します。 
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「設定」について 


メインメニューの[設定]を選択して、ヴブメニュー 
の項目を選択してください （ r メニュー画面の操作 
方法」0^34ページ)。 


リモコン 


本体操作部 


COMPUTER 

00 
VIDEO S-VIDEO COMPOr 

000 


⑩ 



MENU SCREEN^KEYSTONE INFO. 

• 00 0 

FREEZE AVMUTE P-TIMER LAMP 

CDCjm • 


AUTO SETUP 


LAMP 


VOL -I 


驚 

MENU SELECT 


V0L + 


1) AT を押して、[言語]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押ず 

3) を押して、適切な言語を選択ずる 


基^^^^ ■ 



0^ ! 

H& English 


I オンスク u —ンメニューで使用でさる言語は、英語、 
ドイツ語、フランス語、イタ U ア語、スペイン語、 
ポルトガル語、オランダ語、スェーデン語、フィンラ 
ンド語、ノルウェー語、チェコ語、ポーランド語、八 
ンガ U —語、デンマーク語、ルーマニア語、□シア語、 
トル〕語、アラビア語、カヴフ語、ベトナム語、中国語、 
韓国語、日本語、タイ語です。 


.一位置 


オンスク U —ンメニューの位置を変更する際に使用する 
機能です。 

1) ▲▼ を押して、[メニュー位置]を選択 
ずる 

2) (SELECT) ボタンを押して、位置を変更 
ずる 

•〈 SELECT 〉 ボタンを押す度に、メニュー位置び 
!；!下の順番で表示されます。 

中央- ► 左下- ► ち下-"左上- ► ち上- ► 中央…… 


オートセットアップ 


1) ▲▼ を押して、[オートセットアップ]を 
選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押ず 

3) ▲▼ を押して、！；!下の機能を選択しまず 

■ 自動入力切換 

入力信号を自動的に検出します。信号を検出する 
と、検索は停止します。 


オフ 

自動入力切換なし 

オン1 

自動入力切換び作動する*^ 

オン2 

自動入力切換び作動するが 


• U モコンまたは本体操作部の 〈AUTO 
SETUP 〉 ボタンを押した場合。 

• U モコンの 〈 ON / STAND - BY 〉 ボタンまたは 
本体操作部の〈少/1〉ボタンを押して本機の電源 
を入れた場合。 

• U モコンまたは本体操作部の 〈AUTO SETUP〉 ボ 
タンを押した場合。 

•現在の入力信号び途絶えた場合。* 

• AV ミュートまたは静止機能を有効にしている 
場合は、それを無効にしてから、自動入力切換 
を有効にします。この機能はオンスク IJ ーンメ 
ニューび表示されていると利用でさません。 

自動 PC 調整 


オン 

自動 PC 調整を有効にします*^ 

オフ 

自動 PC 調整を無効にします 


Uf ] ンまたは本体操作部の 〈AUTO SETUP 〉 
ボタンを押した場合。 
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「設定」について（っづき) 


■ 自動台形補正 


自動 

本体の傾さ加減に応じて、自動的に台形歪み 
を補正します 

手動 

IJ モコンまたは本体操作部の 〈AUTO SETUP 〉 
ボタンを押した場合にのみ動作します 

オフ 

自動台形補正なし 


お知5せ 


♦ 自動入力切換、自動 PC 調整、および自動台形補正を同 
時にオフにすることはでさません。 

♦ 設定メニューの天つり機能びオソこなってし局と、自動台 
形補正は動作しません。 


バックグラウンド 


入力信号を検出でさないとさに表示するノ くックグラウン 
ドスク U —ンを選択します。 

1) AT を押して、[バックグラウンド]を選 
択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

3) AT を押して切り換える 


青 

青色のバックグラウンド 

里 

/||\ 

黒色のバックグラウンド 

ユー ザー 

『□ゴ転送ソフトウェア』*]で転送 
された□ゴを表示します 


*1 『□ゴ転送ソフトウェア』は付属の CD - ROM に収 
録されています。[ユーザー]は□ゴが転送されて 
いるとさのみ選択可能です。 


オンスクリーン表示 


オンスク U —ン表示を表示するかどラかを選択します。 

1) を巧して、[オンスクリーン表示] 

を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

3) を押して、 m 下のオプションを選択ずる 


オン 

オンスク U —ン表示すべてを表 
示します*^ 

カウントダウ 
ンオフ 

電源を入れると、カウントダウン 
をせずに、入力映像び投写され 
ます。が 

オフ 

オンスク U —ン表示を非表示に 
しますが 


*1 :ランプの明るさび十分になってから、映像の投写 
を開始する場合に選択します。初期設定では、 
このオプションび選択されています。 


*2 :ランクの明るさび不十分でち、可能な限り早く映 
像の投写を開始する場合に選択します。 

*3 :「オスに設定した場合は、下を除いて、オン 
スク U —ン表示を非表示にします。 

• オンスク U —ンメニュー 
• 「わう1度押すと電源び切れます」 

• プレゼンテーションタイマー表示 
•パワーマネージメントの「入力信号なし」 

• 「しばらくお待ち下さい」 

• スクリーンメニューのリアル機能で表示する矢印 



□ゴ選択、□ゴ暗証番号□ック、□ゴ暗証番号変更な 
どの機能で□ゴをカスタマイズします。 


1) を押して、[ロゴ]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押ず 

3) を押して切り換える 


■ □ゴ選択 

スタートアップ表示のオプションを選択します。 


オフ 

カウントダウン画面のみ表示します 

初期設定 

初期設定の□ゴを表示します 

ユー ザー 

にゴ転送ソフトウェア』*]で転送された 
□ゴを表示します 


*1 『□ゴ転送ソフトウェア』は付属の CD - ROM に収 
録されています。 [ ユーザー]は□ゴが転送されて 
いるときのみ選択可能です。 


■□ゴ暗証番号□ック 

管理者権限のない者び□ゴを変更でさないよラに□ック 
します。 


オフ 

□ゴ暗証番号無しで□ゴを自由に変更で 
さます 

オン 

□ゴ暗証番号びなければ、□ゴを変更す 
ることはでさません 


お知! 5 せ 


♦ □ゴ暗証番号□ックの設定を変更する場合は、 〈 SELECT 〉 
ボタンを押すと、□ゴ暗証番号□ックの変更画面び表示さ 
れます。1；(下に示す手順に従い、□ゴ暗証番号を入力しま 
す。初期設定の□ゴ暗証番号は「4321」です。 
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「設定」について（っづき) 


■□ゴ暗証番号の変更 

□ゴ暗証番号は、4おの任意の数字に変更でさます。 

1) AT を押して、[□ゴ暗証番号変更]を 
選択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

• 現在の□ゴ暗証番号画面び表示されます。 

2) AT を押して、現在の暗証番号を入力し、 
► ボタンを巧して数字を確定し、次のボッ 
クスにホ、枠ポインターを移動する 

♦ 新□ゴ暗証番号画面び表示されます。 

3) この手順を繰り返して、新しい□ゴ暗証蚕 
号を設定ずる 


お願い 


♦ 新しい□ゴ暗証番号をメモして、手元に保管してください。 
この番号を無<すと、□ゴ暗証番号設定を変更でさません 
ので、ごを意ください。 



本体の背面にある 〈COMPUTER IN 2 /MOMTOR 
OUT 〉 端テは、コンピュータ ー 2の入力または f 二 
ターの出力に切り換えることびでさます。 


1) を押して、[端子]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、項目を切り換える 


コンピューター2 

コンピューターからの入力 

モニター出力 

f 二夕一への出力 


お願い 


♦ コンピューター2び選択されている場合は、この[端テ] 
機能は選択でさません。そのような場合は、入力をコン 
ピューター1、ビデオのいずれかに変更すると、端テ機 
能を使用することびでさるようになります。 


パワーマネージメント 


本機を投写中しばらくの間何も操作し ないで いると、パ 
ワーマネジメント機能により、ランプび消灯します。こ 
れにより、電力消費量を減らし、ランプを長持ちさせる 
ことびでさます。 

1) を押して、[パワーマネージメント] 
を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 


■モード 


1) または 〈 SELECT〉 ボタンを押して、 
適切な項目を選択ずる 


待機 

ランプび完全に冷めると、 

〈 STAND 目 Y ( R )/0 N ( G )〉 インジ 
ケーターび緑で点滅します。この状態 
のとさに、再び信号を入力するか、ま 
たは U モコンまたは本体操作部の任意 
のボタンを押すと、ランプび点灯し映 
像び投写されます 

シャット 

ダウン 

ランプの冷却び完了すると、電源び才 
フになります 

オフ 

ノのーマネジメント機能び無効になり 
ます 


I タイマー 

1) AT を押して、[タイマー]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、タイマー (1 〜30分) 
をセットずる 


ダイレクトオン 


1) AT を押して、[ダイレクトオン]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、オンまたはオフにずる 

• オンにすると、電源コードをコンセントとつなぐ 
だけで、本体の電源び自動的にオンになります。 
♦ 本体の電源を切る際は、適切な手順に従って< 
ださい。手順に誤りびあると、ダイレクトオン機 
能は正確に動作しません。 


スタンバイモード 


スタンノ くイ状態での電力を設定します。 

1) を押して、[スタンバイモード]を選 
択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、仪下の中か!5、適切な項 
目を選択ずる 


て H 

スタンノ くイ状態時に一部の機能を 
制限し、電力を下げます。 

ネットワーク 

スタンノ くイ状態時の機能を制限し 
ません。 
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「設定」について（つづき) 


お知5せ 


♦ 「エコ」に設定した場合、スタンバイ状態でネットワーク機 
能の使用はできません。また、 RS -232 C コマンドの一部 
び使用でさません。 

♦ 「ネットワーク」に設定した場合、スタンバイ状態でネット 
ワーク機能び使用できます。また、本体の電源び入ってい 
なくても、本体内部の温度び高ければ、ファンによる冷却 
び行われることびあります。 

♦ 『取扱説明書-ネットワーク操作編』を参照してください。 


プレゼンテーシヨンタイマー 


この機能は、プレゼンテーションタイマーの設定を 
変更したり、実際にタイマーでカウントするとさに使用 
しよ 9 〇 

1) AT を押して、[プレゼンテーションタイ 
マー]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 

■モード 


1) を押して、下の中か!5、適切なモー 
ドを選択ずる 


カウントアップ 

「000:00」をスク u — ンに表 
示して、0秒から経過時間を 
カウントアップ （000:00 〜 

1 80:00) します 

カウントダウン 

タイマー設定でセットした時間を 
スク IJ ーンに表示して、経過時 
間をカウントダウンします。 


■ タイマー 

1) を巧して、[タイマー]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、[タイマー] (1 〜180分) 
をセットずる 

• この[タイマー]はカウントダウンのみに使用で 
さます。初期設定値は]日分です。 


国実行する 


1)AT を押して、適切な項目を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 


スタート 

カウントアップまたはカウントダウン 
を開始します*^ 

リセット 

プレゼンテーションタイマーの値を U 
セットしますが 

終了 

プレゼンテーションタイマーの操作を 
終了します 


*1 :[スタ ー M で 〈 SELECT 〉 ボタンを押すと、表示 
び[ストップ]に変わります。カウントダウンまたは 
カウントアップを（一時）停止するには、スク U - ン 
メニユーの[ストップ]で 〈 SELECT 〉 ボタンを押し 
ます。そうすると、表示び[再スタート]に変わり 
ます。[再スターりで 〈 SELECT 〉 ボタンを押して、 
カウントダウンまたはカウントアップを再開します。 

*2 : [ U セット]で 〈 SELECT 〉 ボタンを押すと、下 
の値に戻ります。 


カウントアップ 

"000:00" 

カウントダウン 

セットしたタイマー時間 


お知!5せ 


• プレゼンテーションタイマーのカウントを停止するには、 
〈 P - TIMER 〉 ボタンを押します。 

♦ プレゼンテーションタイマーを中止するには、 〈 P - TIMER 〉 
ボタンを数秒間、長押しします。 


ク□ーズドキャプション 


[NTSC 入力のみ] 

1) を押して、[ク□ーズド丰ャプシヨン] 
を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
サブメニューに移る 


I クローズドキャプション 

1) を押して、[ク□ーズド丰ャプション] 
を選択し、 (SELECT) ボタンを押ず 

2) ▲▼ボタンを押して、オフ、 CC1、CC2、 
CC3、CC4 のいずれかを選択ずる 


■カラー 

1) を押して、[カラー]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、[カラー]または[ホワイ 
卜]を選択ずる 


お知!5せ 


• ク□ーズドキャプションは映像信号に含まれたテキス 
卜情報を表示する機能として、主に北米地域で使用 
されています。お使いの機器やソフトウェアによって 
は、キャプション（テキスト情報）び表示されないこ 
とびあります。 

• NTSC 信号び入力されている場合にのみ、[ク □- 
ズドキャプション]を選択でさます。 

•[台形補正]で大幅に補正している場合は、文宇び 
欠けることびあります。 

• メニュー画面表示中は、ク□-ズドキャプションは表 
示されません。 
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「設定」について（つづき) 


ランプノくワー 


スク U —ンの明るさを変更することびでさます。 

1) を押して、[ランプノの一]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、適切なモードを選択ずる 

• U モコンの 〈 LAMP 〉 ボタンを押して[ランプパ 
ワー]を切り換えることわでさます。 


夕高 

ノーマル f ードよりも明るい 

9 ノー 7ル 

標準的な明るさ 

9エコ 

低輝度はランプの消費電力を低 
減し、ランプの寿命を延ばします。 


リモコンコード 


この切り換え機能により、複数のプ□ジエクターまたは 
ビデオ機器を同時に操作する際に、 Uf コンの干渉を 
防止ます。 

1) を押して、[リモコンコード]を選択 
ずる 

2) ► または (SELECT) ボタンを押ず 

3) を押して、7コードのうち、1コード 
を選択ずる 

• 本機には、7通りの Uf コンコードびあります。 
すべて、コード]〜コード6 


お願い 


♦[すべて]を選択すると、複数のプ□ジェクターを同時に 
操作できます。プ□ジェクターを個別に操作する場合は、 
別のコードに切り換える必要びあります。 

♦ 本機と U モコンのコードび異なると、どのような操作もでき 
ません。コードび異なる場合は、 U モコンコードを本機に 
合わせて変更してください。 

♦ U モコンから電池を取り出して、しばらくの間使用していな 
かった場合は、 U モコンコードは U セットされます。 


セキュリティ 


キー□ツクと暗証番号□ツクを使用して、本機の操作に 
セキユ U テイ保護を設定することびでさます。 

1) AT を押して、[セ丰ユリテイ]を選択 
ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 


■キ ー□ック 

U モコンや本体操作部のボタンを□ックして、管理者権 
限のない者による操作を防止します。 

1) を押して、適切な項目を選択ずる 



□ックを解除します 

が 

本体操作部の操作を□ックします D 

U モコンを使用して□ックを解除し 
ます 0 

m 

U モコンの操作を□ックします。 

本体操作部を使用して□ックを解 
除します。 


■暗証番号□ック 

管理者権限のない者による本機の操作を防止します。 
これには、下のオプションびあります。 

1) を押して、適切な項目を選択ずる 


オフ 

□ックを解除します 

オン1 

本機の電源を入れる度に、暗証番 
号の入力を要求されます。 

オン2 

電源コードを抜いた場合に、暗証 
番号の入力を要求されます。電源 
コードを抜かなければ、暗証番号 
はそのまま有効で、暗証番号を入 
力せずに本機を操作でさます。 


お願い 


♦ 暗証番号□ックの設定や暗証番号 （4 巧数字）を変更す 
る際には、暗証番号を入力する必要びあります。初期設定 
の暗証番号は、「1234」です。 


■暗証番号変更 

暗証番号は、4巧の任意の数字に変更でさます。 

1) AT を押して、[暗証番号変更]を選択し、 
(SELECT) ボタンを巧ず 

• 現在の暗証番号を入力する画面び表示されます。 

2) を押して、現在の暗証番号を入力ず 
る。 ► ボタンを押して、数字を確定し、 
次のボックスに赤枠ポインターを移動ずる 

• 新しい暗証番号を入力する画面び表示されます。 

3) この手順を繰り返して、新しい暗証番号を 
設定ずる 
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r 設赴について（つづき) 


映像遅延制御 


1) を巧して、[フアン]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、オプションを選択ずる 

• 本機の電源オフ後の冷却フアンの動作について 


設:定します。 

L1 

標準動作 


標準動作 （ L 1) よりち減速低音に 

L2 

なりますび、本機の冷却に要する 


時間び長くなります。 


この機能をオンに設定すると、投写映像のデジタル処 
理を速くすることびでさます。 

1) を押して、[映像遅延制御]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) を押して、オンまたはオフにずる 


お知！5せ 


映像遅延制御機能をオンにすると、ノイズ U ダクシヨ 
ン機能やプ□グレツシブ機能を選択することはできま 
せん。 


ン制御 


1) を巧して、[フアン制御]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) ▲▼を巧して、オプションを選択ずる 

• 本機を使用する場所の標高に基づいて、冷却ファ 
ンの運転速度を選択します。 


オフ 

標準速度*^ 

オン1 

オフ f ードより速くなりますが 

オン2 

オン1モードより速くなります* 3 


卜2 


で 


海抜び低い環境で本機を使用する場合は、オフを 
選択します。 

海抜1，200 メートル上の環境で本機を使用す 
る場合は、フアン【しよる冷却が)果び低いため、こ 
のオプションを選択します。 

海抜び非常に高い環境で本機を使用する場合は、 
フアンによる冷却効果びより低いため、このオプ 
ションを選択します。 


お知5せ 


• 冷却フアンの回転速度の設定び適切でないと、本機 
の寿命び短くなります。 

• オン]およびオン2に設定すると、フアンの動作 
音び大さくなります。 


ランプ使用時間 


この機能は、ランプ稼働累積時間を確認したり、ラン 
プ使用時間を U セットするのに使用します。 

1 ) 乂▼を押して、[ランプ使用時間]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 


■ランプ使用時間 

ランプ稼働累積時間を表示します。 


■ランプ使用時間リセット 

ランプユニットを交換したら，必ずランプ使用時間を U セッ 
卜してください。 

1) 乂▼を押して、[ランプ使用時間リセット] 
を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

• [ランプ使用時間を U セットしますか？]という確 
認画面び表示されたら、[はい]を選択します。 
後続の確認画面で、わう一度[はい]を選択す 
ると、ランプ使用時間び IJ セットされます。 


お願い 


ランプ交換時期び来ると、ランプ使用時間の表示び赤色に 
変わり、ランプ交換アイコン （ D ：^ 目]ぺージ）びスク U - 
ンに表示されます。ランプユニットを交換したら、必ずラ 
ンプ使用時間を U セットしてください。 
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「設定」について（つづき) 


フイルターカウンター 


フィルター交換の頻度を設定することびでさます。 

1) を押して、[フィルターカウンター] 
を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
ヴブメニューに移る 


I フィルターカウンター 

つイ J レターを使用した時間の累計を表示します。 


I タイマー 

フィルターの交換時間を知らせる表示をスク U —ンに表 
示させるまでの時間を設定します。 

1) AT を押して、[タイマー]を選択し、 
(SELECT) ボタンを押ず 

2) 乂▼を押して、タイマーをセットずる 

•使用環境に応じて、オフ/1000時間/2000 
時間/3000時間/4000時間の中からタイ 
マーを選択します。 


I フィルターカウンターリセット 

フィルターを交換した樹ま、タイマーを U セットする必 
要びあります。 

1) AT を巧して、[フィルターカウンターリ 
セット]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

• 「フィルターカウンター U セット？」といラ確認画 
面び表示されたら、 [ はい]を選択します。後続 
の確認画面で、もう一度 [ はい]を選択すると、 
フィルターカウンターび U セットされます。 


警告履歴 


本機を操作中に生じた異常を記録し、その記録を使用 
して 不具合を調査する ことび でさます。 

1) を押して、[警告履歴]を選択ずる 

2) ► または 〈SELECT〉 ボタンを押して、 
最新の警告メッセージを表示ずる 

♦ 新しい曰付の警告メッセージから下降順に、最大 
10件までの警告□グび表示されます。 


お知!5せ 


• 初期設定機能を実行すると、警告□グの情報はすべ 
て削除されます。 


AMX D.D. 


この機能をオンに設定すると、 AMX デバイスディスカ 
ノの一による検知を有効にすることびできます。詳細は 
下記の WEB サイトを参照してください。 
http://www.amx.conn/ 

1) を押して、 [AMX D.D.] を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

3) を押してオンまたはオフにずる 


巧期設定 


ユーヴー□ゴ、暗証番号□ック、□ゴ暗証番号□ック、 
ランプカウンター、フイルターカウンターを除く、すべ 
ての設定値を初期値に戻すことびでさます。 

1) を押して、[巧]期設定]を選択ずる 

2) (SELECT) ボタンを押ず 

• 「初期設定へ戻しますか？」といラ確認画面び表 
示されたら、 [ はい]を選択します。後続の確認 
画面で、わラー度 [ はい]を選択すると、工場 
出荷時の初期設定の状態に戻ります。 
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「インフォメーション」について 


メインメニューの[インフオメーシヨン]を選択し 
て、サブメニューの項目を選択してください 
(r メニュー画面の操作方法」34ぺージ)。 


U モコン 


本体操作部 


fa)Oa 


MENU SCREEN^-^EYSTONE INFO. 

000 • 

FREEZE AVMUTE P-TIMER LAMP 

000 0 

IMAGE 

000 


AUTO SETUP 


LAMP 

0 


VOL-I 


◎ 

w 

0 Q 

MENU SELECT 


VOL + 


インフオメーシヨン表示 


インフオメーシヨンメニユーで、投写している映像の信 
号と本機の動作の状態を確認します。 

また、 Uf コンの 〈 INFO .〉 ボタンを押して、インフオ 
メーシヨンメニューを表示することわでさます。 

■入力 

選択している入力元を表示します。 


■ システム 

選択しているシステムを表示します。 


■ランプパワー 

選択している [ ランプノの一]のドを表示します。 
(献54ぺージ） 

■ランプ使用時間 

ランプの累計動作時間を表示します。 

■パヮーマネージメント 

オフ、待機またはシャットダウン、およびタイマーを表 
术しぶ^ 〇 

■キー□ック 

選択しているキー□ックのアイコンを表示します。 

■暗証番号□ック 

オフ、オン1、またはオン2を表示します。 

■リモコンコード 

選択している U モコンコードを表示します。 

■シリアル番号 

本機のシ U アル番号を表示します。 

シ U アル番号は、本機の保守を行うとさに必要になり 
よ9 〇 


■水平周波数 

選択している水平同期周波数を KHz 単位で表示します。 
入力びない場合、水平周波数の入力信号は ----KHz 
という表示になります。 

■垂直周波数 

選択している垂直同期周波数を Hz 単位で表示します。 
入力びない場合、垂直周波数の入力信号は —— Hz 
という表术になります。インターレース信号の場合は、 
Hz の数値び2倍になります。 

国スクリーン 

選択しているスク U —ン f ードを表示します。 


画言語 

選択している言語を表示します。 
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インジケーターの表のについて 


インジケーターび点好したら 


本機内部に異常び発生すると、 〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉、〈 LAMP 〉、〈 WARNING 〉 インジケーターび点灯や点 
減でお知らせします。インジケーターの状態を確認して、次の処置を行ってください。 


ま意 


♦処置を行うときの電源操作は「電源を切る」の手順を必ずお守りください。 （0^29 ページ)。 

♦ 複数のインジケーターび点打や点滅した場合は、それぞれのインジケーターの状態を確認して処置を行ってください。 


お知5せ 


•電源の状態は、 〈 STANDBY ( R )/ ON ( G )〉 インジケーターで確認してください。 （0：^ 26ぺージ) 


■ ( LAMP ) インジケーター 


インジケーター 

黄色点灯 

状態 

ランプユニットの交換時期であることを示します。 

お調べ < ださい 

スク U —ンにランプ交換アイコンび表示されていますか？ 

処置方法 

ランプユニットの交換を行ってください。 

(0^62 ぺージ） 


お知5せ 


♦ 上記の処置をしてち、 〈 LAMP 〉 インジケーターび点打し続ける場合は、販売店にご相談ください, 


■ ( WARNING ) インジケーター 


インジケーター 

ホ色点灯 

赤色点滅 

状態 

本機び異常を検出し、電源を入れ 
ることびでさません。 

本機の内部び異常に高温になっています。本機の電源を入 
れることびでさません。 〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉 インジ 
ケーターち赤色点滅します。 

お調べ < ださい 

電源コードを抜いて、改めて差し 
込み、本機の電源を入れます。 

-本機の周辺に十分な換気スペースを確保していますか。 

本機の排気□を而さぐような取り付けちになっていないこ 
とを確認してください。 

-本機を空調や冷暖房のダクトや排気□のおくに設置してい 
ませんか？ 

-フィルターはされいですか？ 

処置方法 

本機の電源び切れてしまう場合は、 
電源コードを抜いて、販売店にご 
相談ください。 

-本機を適切に設置してください。 

■本機をダクトや排気□から遠ざけて設置してください。 

-フィルターユニットを交換してください。 


お知!5せ 


♦ 上記の処置をしても、 〈 WARNING 〉 インジケーターび点打または点滅し続ける場合は、販売店にご相談ください。本機の電 
源を入れたままの状態で放置するのはお止めください。感電または乂災の原因になることびあります。 

♦ 本機び異常を検出し、電源を入れることびできない場合は、電源コードを抜いて、改めて差し込み、本機の電源を入れます。 
本機の電源び切れてしまう場合は、電源コードを抜いて、販売店に修理をご依頼<ださい。本機の電源を入れたままの状態で 
放置するのはお止めください。感電または乂災の原因になることびあります。 
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お手入れ/部品交換 


お手入れ/部品交換の前に 


本機のお手入れや部品交換を行う際は、必ず電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
(0^2 日、29ぺージ） 

電源を切るとさは「電源を切る」 （0^29 ページ）の手順を必ずお守りください。 


お手入れ 


I 外装ケース 

巧れやほこりは、やわらかい乾いた布で而さ取ってください。。 

• 巧れびひどいときは、水にひたした布をよく絞って而き取り、乾いた布で仕上げてください。 

• お手入れの際は、ベンジン、シンナー、アルコール等の溶剤、または台所用洗剤、化学ぞラさんは使用しな 
いでください。これらの溶液を使用すると、外装ケースび変質するおそれびあります。 

I レンズの前面 

レンズの前面に付着したごみやほこりは、清潔なやわらかい布で而き取ってください。 

• 毛羽立った布、油分*水分を含んだ布、ほこりの付いた布で而かないでください。 

• レンズは傷つさやすい素材のため、強くこすらないでください。 


お願い 


レンズはガラス部品です。堅いものに当てたり強く而いたりすると傷つくおそれびあります。取り扱いにはご注意ください。 


部品交換 


フィルターラツチ 


■エアフィルターユニット 

フィルターは、本機内の光学部品にほこりびたまるのを 
防ぎます。細かいほこりなどでフィルターび詰まると、 

冷却ファンの効果び低下し、内部に熱びこわる原因にな 
り、本機の寿命び短くなります。 

[ フィルター警告]アイコンび表示されたら、速やかにフィ 
ルターを交換してください。 

I エアフィルタ —ユニットの交換 

1) エアーフィルターユニットを取り外ず 

• 本機を裏返しにして、ラッチをの PEN 〉 側に切り 
換えて、フィルター（底部）を矢印の方向に取り 
出します。 

2) エアフィルターユニットを交換ずる 

• 新ししロイルターを取り付けます。フイルターびしっかり奥まで入っていることを確認し、ラッチを 〈 LOCK 〉 側 
におします。 



I フィルタ ーカウンターのリセット 

フィルターを交換したら、必ず、フィルターカウンターを U セットしてください。 
( D^r フィルターカウンターリセット」 己6ぺージ参照） 


巧隻暨 i 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


お願い 


エアフィルターユニットの交換を行う前に、必ず本機の電源をお切りください。 

取り付けに際しては、必ず本機の安定を確保して、エアフィルターユニットび落下しても安全な場所で実施してく 
ださい。 

本機の電源を入れるとさは、必ずエアフィルターユニットを取り付けて使用してくださし、取り付けずに使用すると、 
ゴ S やほこりを吸い込み、故障の原因となります。 

給気□や排気□の穴から物などを差し込まないでください。故障の原因となります。 

フイルターは水などの液体で洗浄しないでくださし、フイルターび傷む原因となります。 


■ フィルターカバーの 取り付 ブ 

付属のフィルターカバーは、本機を天つりする劇こ、ほこりの堆積を防ぐ設計になっています。 

1) 本機を裏返ず 

2) アジヤスター脚□ックを押してアジヤスター脚を引き出し、図 （1) のようにフィルターカバー 
附属）を取り付け、フィルターカバーに付いているストラップをアジヤスター脚のねじ部に 
卷さつける 

3) アジヤスター脚□ックを押してアジヤスター脚を収める 

4) 天つり金具の工事説明書を参考にしなが!5、本機を天つり金具に取り付ける 

天つり金具へ 



図 （1) 



お願い 


天つりベース金具 ET - PKL 100 B を使用する場合は、付属のフィルターカバーの取り付けは不要です。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


圓ランプユニット 

ランプユニットは消耗部品です。インフォメーシヨンメニュー (0^57 ページ）のランプ使用時間から累計使用 
時間を確認でさます。 

ランプユニットの交換は、専門の技術者に依頼することをお勧めします。または、販売店にご相談ください。 

交換用のランプユニット（品番： ET - LAL 100) をご購入の際は、販売店にご相談ください。 


A 警告 

■ランプユニットの交換は、ランプび冷えてか5 (4 已分な上待つて）巧う 

カバー内部は高温になっているため、やけどの原因になります。 



ランプユニット交換上のお願い 

• 光源ランプはガラス部品ですので、堅い物にぶつけたり、落と 
したりすると破裂する場合びあります。 

取り扱いには十分ご注意 < ださい。 

• ランプユニットの交換にはプラスドライノ く一び必要です。 

• ランプユニットを交換する際は、必ずランプユニットの取っ手の 
部分を持ってください。 

• ランプび点灯しなくなった場合や、天つりしているプ□ジェクター 
のランプを交換する場合は、ランプび破損しているおそれびあ 
りますので、ランプカノ く一の真下には立たずに安全な位置で交 
換してください。ランプカバーはゆっくり外してください。ラン 
プカノ く一を外すと、ランプのガラス片び落下する可能性びあり 

ます。万び一吸い込んだり、目や□に入ったりした場合は、直ちに医師にご相談ください。 

• ランプには水銀び含まれています。取り外したちいランプユニットを廃棄する場合は、最寄りの市町村窓□、 
または販売店に正しい廃棄ち法をお問い合わせください。 


お願い 


♦ 指定のランプユニット LU 外は使用しないでください。 

♦ 付属品や別売品などの品番は、予告な<変更することびあります。 

■ ランプユニットの交換時期 

ランプユニットは消耗部品です。使用時間の経過にとわない、徐々に明るさび低下しますので、定期的な交換び 
必要です。ランプユニットの寿命び無くなると、ランプ交換アイコンび表示され、 〈 LAMP 〉 インジケーターび黄 
色に点灯します。そのような場合は、速やかにランプを交換してください。 


ランプ使用時間*1 

オンスク U —ン表示 

〈 LAMP 〉 


フンプ父換アイコン 

インジケーター 



\! / 

3000時間歴 

メッセージび] 0秒間表示されます。] 0秒内に任意 
のボタンを押すと、メッセージび消えます。 

黄色に点灯する（スタン 

3200時間じ(降 

左記の時間を過ぎてもランプ交換しないまま使用すると、 

本機保護のため約]0分後に電源び自動的に切れます。 

バイ時わ同様)。 


お知5せ 


I :ランプ使用時間は、ランプパワーの設定に応じて変化します。3200時間は交換の目安であり、保証期間では 
ありません。保証期間については7己ページの「保証とアフターサービス」をご覧ください。 

[オンスク U - ン表示]をオフ (0^51 ぺージ）に設定しているとき、静止中 （0^32 ぺージ）、 AV ミユート 
中 （0^32 ページ）のいずれかの場合は、ランプ交換アイコンは表示されません。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


ランプユニットの交換 


注意： 


本機を天井に取り付けている場合、ランプユニットの近辺で顔をおづけて作業をしないでください。 

ランプユニットやランプカバーは確実に取り付けてください。 

ランプユニットび取り付けにくいとさは、ランプをしりたん取り外してから入れ直してください。無理に押し込むと 
コネクター部分び破損する場合びあります。 


1) 「電源を切る」 （0^29 ページ）の手順に従い、 
本機の電源を切る。電源コードを抜く。ランプ 
ユニットとその周辺が冷めるのを少なくとも 
45分待つ 

2) ランプカバーの固定ねじをプラスドライバーで 
緩めて、ランプカバーを取り外ず 

• ランプカバーを取り外す斷ま、ち図に示すように矢印 
のち向にゆっくりと弓 I いてください。 



3) ランプユニットの固定ねじ （2 本）をプラスド 
ライバーで緩めて、ランプユニットの取っ手部 
分を持ち、ゆっくりと本体か！5引き出ず 

4) 新しし巧ンプユニットを確実に挿入し、ランプ 
ユニット固定ねじ （2 本）をプラスドライバー 
でしっかりと締めつける 

5) ランプ カバーを 取り付け、ランプ カバーの 固定 
ねじをプラスドライバーでしっかりと締めつける 

•ランプカバーは、ゆっくりと取り付けてください。 


取っ手 

A 



ランプ ユニッ ト固定ねじ 



■ランプ使用時間のリセット 

ランプユニットを交換したら、必ず、ランプ使用時間を IJ セットしてください。 

(豚「ランプ使用時間リセット」 己己ぺージ参照） 


巧隻翼 i 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


レンズキャップの取り付け 


本機を移動したり、しばらくの間使用しないとさは、レンズキャップを取り付けます。 
下の手順に従い、レンズキャップを取り付けます。 


1) レンズ丰ャップの穴にストラップ（付属）を通ず 

2) ストラップのもう片方を本機の底部にある穴に通ず 



Af @1 
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故障かな 


わう一度次の点をお調べください。詳しくは、対応するページをご覧ください。 


症状 

ここをお調べください 

ぺージ 


• 電源プラグびコンセントにしっかり差し込まれていますか。 

— 


• 電源プラグを差し込んでいるコンセントは通電していますか。 

— 

電源び入 5 ない 

• ブレーカーび落ちていませんか。 

— 


•〈 LAMP 〉、〈 STAND 目 Y ( R )/ ON ( G )〉、〈 WARNING 〉 インジケーターび 
点灯または点滅していませんか。 

26,己8 


• ランプカバーび確実に取り付けられていますか。 

— 


• 映像（出力）機器との接続は正しく行われていますか。 

24 


• 入力切り換えは正しく選択されていますか。 

31 

映像びでない 

•[明るさ]の調整び最ルになっていませんか。 

43 


• 本機に接続している外部機器は、正常に動作していますか。 

— 


♦ [ AV ミュート]機能を使用していませんか。 

32 


• レンズのフオーカスは合っていますか。 

30 

映像がボヤけている 

• 本機とスク U —ンの間の投写距離は適切ですか。 

19 

• レンズび巧れていませんか。 

12 


♦ 本機びスク U —ンに対して垂直に設置されていますか。 

— 


• [色の濃さ]、[色合い]は正しく調整されていますか。 

43 

色が薄い/色あいが 
悪い 

•本機に接続している外部機器は正しく調整されていますか。 

— 

♦ RGB ケーブルび切れていませんか。 

— 


• 入力端テの接続は適切ですか。 

24 

内蔵スピーカーから 

• 音量び最ルレべルになっていませんか。 

33 

音がでない 

♦ [ AV ミュート]機能を使用していませんか。 

32 


• [消音]機能を使用していませんか。 

33, 49 


• 電池び消耗していませんか。 

— 


• 電池の極性は正しくセットされていますか。 

18 

リモコンがはた 5 か 

• Uf コンと本体の Uf コン受光部との間に障害物はありませんか。 

15 

ない 

• Uf コン操作有効範囲を超えた場所で Uf コンを操作していませんか。 

15 


• 堂光灯などの影響を受けていませんか。 

15 


• 本機と Uf コンのコードび異なっていませんか。 

54 

本体操作部のボタンが 

♦[設定]の [ セキュ U ティ]にある [ キー□ック]で□ックをかけていると、 

54 

はた 5 かない 

本体操作部の操作はでさません。 


正常な映像が映 5 ない 

• ビデオテープなど、映像ソース側に異常はありませんか。 

— 

♦ 本機び対応でさない信号を入力していませんか。 

69-71 

コンピューターか5の 

• ケーブルび長くありませんか。 

— 

映像が映5ない 

• ノート型コンピューターの外部映像出力び正しく設定されていますか。 

— 

映像がゆがむ、または 
はみ出る 

• [ PC 調整]または[スク U —ン]を確認して、適宜調整してください。 

40, 46 


お願い 



• 表の内容を確認後、正常に動作しない場合は販売店にご相談<ださい。 ( D ^75 ページ) 
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付録 


シリアル端子について 


〈SERIAL IN 〉 端テは RS -232 C に準拠しており、コンピューターと接続して、本機をコンピューターで制御でき 
ます。 

■接続 


本機側の 
端テ接続部 



■ ピン配列と信号名 


D-Sub 9 ピン（オス） 

外観図 

⑥一⑨ 

\ / 

ピン番号 

信号名 

内容 

① 

— 

NC 

② 

RXD 

受信データ 

③ 

TXD 

送信データ 

レ A 八へ！ 

④ 

— 

NC 


⑥ 

GND 

グラウンド 

じ/ 

⑥ 

— 

NC 

/ \ 

①一⑥ 

⑦ 

— 

NC 

⑥ 

— 

NC 

③ 

— 

NC 


■通信条件 


信号レベル 

RS -232 C 準拠 

同期ち式 

調歩同期 

ボーレート 

19,200 bps 

パ U テイ 

なし 


キヤラクター長 

8ビット 

ストップビット 

1ビット 

X パラメーター 

なし 

S パラメーター 

なし 


お知5せ 


♦ AMX D . D . の機能び [ 設定]メニューで [ オン]に設定されている場合、ボーレートは自動的に9,600 bps に変 
要されます。 


そ 

の 

他 
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付録（つづき) 


■ 基本フォーマット 

コンピューターからの伝送は STX で始まり、続いてコマンド、パラメーター、最後に ETX の順に送信されます。 
パラメーターは制御内容に応じて追加してください。 


STX C 1 C 2 C 3 P 1 P 2 

〜 Pn ETX 



T _ 


つ□ン 

(1 byte ) 



スタート コマンド3文字 パラメーター エンド 

(1 byte ) Obytes ) (不定長） （1 byte ) 


木： パラメーターなしでコマンドを送信する場合は、コ□ン（:）は不要です。 

I 基本 フオー マット（サブコマンドあり） 

基本 フオーマットと 同じ 


r 


STX Cl C 2 C 3 


ETX 


SI 

S 2 

S 3 

S 4 

S 己 


E 


PI 

P 2 

P 3 

P 4 

P 5 

P 6 


J L I L 


サブコマンド（己 bytes ) 


J 


パラメータ ー(6 bytes ) 

符号「+」または 「-」（1 byte ) と、設定値 
または調整値（己 bytes ) 


演算 （ 1 byte ) 

「=」（パラメーターで指定した値を設定） 


木： パラメーター不要のコマンドを送信する場合は、演算 （ E ) とパラメーターは不要です。 


そ 

の 

他 
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付録（つづき) 


■ケーブル仕様 

〈コンピューターと接続する場合〉 


本機 


1 

NC NC 

1 

2 

NC NC 

2 

3 

3 

4 

4 

己 

已 


6 

6 

7 

7 

8 

8 

9 

9 


コンピューター側 
( DTE 仕様） 


■制御コマンド 

コンピューターで本機を制御する際のコマンドは下表のとおりです。 
[ 操作コマンド] 


コマンド 

内容 

備考 

PON 

電源「入」 


POF 

電源「切」 


IIS 

入力信号切り換え 

(パラメーター） 

VID =ビデオ 

SVD =コンピューター] (S-vide 日） 

RG1 =コンピューター ](RGB) 

RG2 =つンピューター 2(RG 己） 

SCT= コンピューター] (Scart) 

OSH 

AV ミュート機能 

映像と音声を一時的に消します。 

コマンドを送信するごとに日 N/ 日 FF び切り換わります。 

短時間での日 N/ 日 FF の切り換えは行わないでください。 

OFZ 

静止 

コマンドを送信するごとに日 N/ 日 FF が切り換わります。 

AUU 

音量を上げる 


AUD 

音量を下げる 


DZU 

デジタルズームアップ 


DZD 

デジタルズームダウン 


QPW 

電源状態問い合わせ 

日日日=スタンバイ 

001=電源「入」 

Q$S 

ランプ点な状態問い合 
わせ 

(コールバック） 

日=スタンバイ 

1=ランプ点打制御中 

2=ランプ点打 

3=ランプ消好制御中 


そ 

の 

他 
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付録（つづき) 


その他の端子について 


■ (COMPUTER IN 1 /COMPONENT IN / S-VIDEO IN > 端子のピン配列と信号名 


外観図 

—© 

ピン番号 

信号名 

① 

R / Pr / S-C 

② 

G/G - SYNC / Y / S-Y 

③ 

B / Pb 

^厂度?なが^ 

⑨ 

+ 己 V 

1 J U U U し \ \ UUJ 

11 cpooo タパ 


DDC データ 

3 -基 


HD/SYNC 

@ 

VD 

© 

DDC ク□ック 


④：なし 

⑥-⑧、⑩、⑩： GND 端テ 


■ (COMPUTER IN 2 /MONITOR OUT ) 端子のピン配列と信号名 


外観図 

ピン番号 

信号名 

① 

R / Pr 

② 

G / G ■ SYNC/Y 

( r\ r\ r\ \ 

③ 

B / Pb 

( 6 >^OOOOcJ^ 

(( 90009)) 


HD/SYNC 

(0) 

VD 

d ) — 占 






④、⑨、⑩、⑩、 ©: なし 
⑥-⑧、⑩、⑩： GND 端テ 


そ 

の 

他 


68 











































タオ応信号リスト 


本機び投写でさる映像信号は下表の通りです。 

フオーマット ：V 二 VIDEO、S 二 S-VIDEO、C 二 COMPUTER、Y 二 YP 目 Pr 。 


モード 

解像度* 1 (ドット) 

走査周波数 

ドットク□ッ 
ク周波数 
( MHz ) 

画質 =*=2 

プラグアン 
ドプレイ 
対応 

フォー マット 

水平 

( kHz ) 

垂直 ( Hz ) 

PT - LW 25 H 

PT - LX 30 H 

PT - LX 26 H 

] ンピユ-夕- 

480P 

640 X 480 

31.47 

已 9.88 

2 己 .20 

A 

A 

A 


C/Y 

480i 

640 X 480i 

] 已 .734 

60.00 

12.2727 





已 76p 

768 X 已 76 

3 1.2 已 

已 0.00 

29 .已〇 

A 

A 

A 


已 76i 

768x 已 76i 

] 已 .62 已 

已 0.00 

]4.7 已 

A 

A 

A 


720p 

1280x720 

37 .已〇 

已 0.00 

74.2 已 





化 00 

60.00 

74.2 已 





]03 已 i 

1920X 103 已 i 

33.7 已 

60.00 

74.2 已 

A 

A 

A 


1080/ 已 Oi 

1920X 108 Oi 

28.12 已 

已 0.00 

74.2 已 

A 

A 

A 


1080 /60i 

1920X 108 Oi 

33.7 已 

60.00 

74.2 已 

A 

A 

A 


VGA 

640 X 480 

31.47 

已 9.88 

2 己 .149 

A 

A 

A 

〇 

C 

37.86 

74.38 

31 .已日 

A 

A 

A 

〇 

37.86 

72.81 

31 .己日 

A 

A 

A 

〇 

37 .已〇 

7 己 .00 

31 .已日 

A 

A 

A 

〇 

43.269 

8 己 .00 

36.00 

A 

A 

A 


640 X 400 

31.47 

70.09 

2 已 .17 己 

A 

A 

A 


720 X 400 

31.47 

70.09 

28.322 

A 

A 

A 


SVGA 

800 X 600 

3 已 .1 已 6 

已 6.2 已 

36.00 

A 

A 

A 

〇 

37.88 

60.32 

40.00 

A 

A 

A 

〇 

46.87 已 

7 己 .00 

49. 己 0 

A 

A 

A 

〇 

已 3.674 

8 己 .06 

已 6.2 已 

A 

A 

A 

〇 

48.08 

72.19 

已 0.00 

A 

A 

A 


37.90 

61.03 

40.02 

A 

A 

A 


34 .已〇 

已已 .38 

36.432 

A 

A 

A 


38.00 

60.51 

40.128 

A 

A 

A 


38.60 

60.31 

38.60 

A 

A 

A 


32.70 

已 1.09 

32.70 

A 

A 

A 


38.00 

60.51 

40.128 

A 

A 

A 


MAC 

1280x960 

7 己 .00 

7 己 .08 

126.00 

A 

A 

A 

〇 

1280 X 1024 

80.00 

7 己 .08 

] 3 己 .20 

A 

A 

A 

〇 

MAC 13 

640 X 480 

3 己 .00 

66.67 

30.24 

A 

A 

A 

〇 

MAC LC13 

640 X 480 

34.97 

66.60 

31.33 

A 

A 

A 

〇 

MAC 16 

832 X 624 

49.72 

74 .已已 

已 7.283 

A 

A 

A 

〇 

MAC 19 

1024x768 

60.24 

7 己 .08 

80.01 

A 

A 

A 

〇 

MAC 21 

1] 52x870 

68.68 

7 己 .06 

100.00 

A 

A 

A 

〇 

SXGA+1 

1400 X ]0 已〇 

63.970 

60.190 

107.99 





SXGA+2 

1400 X ]0 已〇 

6 已 .3 已〇 

60.120 

] 22.8 已 





SXGA+3 

1400 X ]0 已〇 

6 己 .120 

已 9.900 

122.43 






*1 :解像度の末尾にある 「 i 」 は、インターレース信号を示します。 
*2 :画質を表す記号は下記の通りです。 

AA : 最高画質で投写でさます。 

A : 映像処理回路で変換して投写します。 
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付録（つづき) 


モード 

解像度* 1 (ドット) 

走査周波数 

ドットク□ッ 
ク周波数 
( MHz ) 

画質* 2 

プラグアン 
ドプレイ 
対応 

フオ ー 7 ツト 

水平 

( kHz ) 

垂直 ( Hz ) 

PT - LW 25 H 

PT - LX 30 H 

PT - LX 26 H 

] ンピユ-夕- 

XGA 

1024 X 768 

48.36 

60.00 

6 己 .00 

A 

AA 

AA 


C 

68.677 

84.977 

94. 已 04 

A 

AA 

AA 

〇 

60.023 

7 己 .03 

78.7 已 

A 

AA 

AA 

〇 

已 6.476 

70.07 

7 己 .00 

A 

AA 

AA 

〇 

60.31 

74.92 

79.2 已 2 

A 

AA 

AA 


48 .已〇 

60.02 

6 己 .179 

A 

AA 

AA 


44.00 

已 4. 已 8 

已 9.129 

A 

AA 

AA 


63.48 

79.3 已 

83.41 

A 

AA 

AA 


62.04 

77.07 

84.37 已 

A 

AA 

AA 


61.00 

7 己 .70 

81.00 

A 

AA 

AA 


46.90 

已 8.20 

63.03 

A 

AA 

AA 


47.00 

已 8.30 

61.664 

A 

AA 

AA 


已 8.03 

72.00 

74.74 已 

A 

AA 

AA 


] 024x76 到 

36.00 

87.17 

47.30 

A 

AA 

AA 


3 已 . 已 22 

86.96 

44.90 

A 

AA 

AA 


SXGA 

1 ] 52x864 

64.20 

70.40 

94. 已 6 

A 

A 

A 


1 ] 52x900 

61.20 

6 己 .20 

92.00 

A 

A 

A 


71.40 

7 己 .60 

] 〇已 .10 

A 

A 

A 


6 1.8 已 

66.00 

94 .已〇 

A 

A 

A 


1280 X 960 

60.00 

60.00 

108.00 

A 

A 

A 

〇 

128 Ox 1024 

62 .已〇 

已 8.60 

108.00 

A 

A 

A 


63.90 

60.00 

] 07.3 已 

A 

A 

A 

〇 

63.34 

已 9.98 

108.18 

A 

A 

A 


63.74 

60.01 

109.497 

A 

A 

A 


71.69 

67.19 

117.004 

A 

A 

A 


81.13 

76.107 

] 3 己 .008 

A 

A 

A 


63.98 

60.02 

108.00 

A 

A 

A 


79.976 

7 己 .02 己 

] 3 己 .00 

A 

A 

A 


63.37 

60.01 

…. 已 2 

A 

A 

A 


76.97 

72.00 

130.08 

A 

A 

A 


63.79 

60.18 

108.19 

A 

A 

A 


91.146 

8 己 。24 

] 已 7 .己 

A 

A 

A 




已 0.00 

86.00 

80.00 

A 

A 

A 




1280 X 1 024i 

已 0.00 

94.00 

80.00 

A 

A 

A 





46.43 

86.70 

78.74 已 

A 

A 

A 




*1 :解像度の末尾にある 「 i 」 は、インターレース信号を示します。 
*2 :画質を表す記号は下記の通りです。 

AA : 最高画質で投写でさます。 

A : 映像処理回路で変換して投写します。 
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付録（つづき) 


モード 

解像度 * 1 ( ドット） 

走査周波数 

ドットク□ッ 
ク周波数 
(MHz) 

画質 =^2 

プラグァ 
ンドプレ 
ィ対応 

フォー マット 

水平 

(kHz) 

垂直 (Hz) 

PT-LW2 已 H 

PT-LX30H 

PT-LX26H 

] ンピュ - 夕 - 

UXGA 

] 600 X 1200 

7 己 .00 

60.00 

162.00 

A 

A 

A 

〇 

C 

81. 2 已 

6 己 .00 

] 7 己.已〇 





87 .已〇 

70.00 

189.00 

A 

A 

A 

〇 

93.7 已 

7 己 .00 

202 .已〇 

A 

A 

A 


WXGA 

1280x768 

47.776 

已 9.87 

79 .已〇 

A 

A 

A 


60.289 

74.893 

] 02.2 已 

A 

A 

A 

〇 

68.633 

84.837 

1]7 .已〇 





1280x800 

49.60 

60.0 已 

79.36 

AA 

A 

A 


41.20 

已 0.00 

68. 已已 7 

AA 

A 

A 


49.702 

已 9.8] 

83 .已〇 

AA 

A 

A 

〇 

63.980 

60.02 

108.00 





已 8.289 

69.97 已 

98.8 已 8 





60.044 

71.99 已 

] 02.79 已 





62.790 

74.928 

106.492 





71. 已已 3 

84.879 

122.498 





已已 .993 

69.991 

94.964 





已 7.67 已 

72.004 

97.817 





1366x768 

48.36 

60.00 

86.67 

A 

A 

A 

〇 

1360x768 

47.70 

60.00 

86.67 





已 6.16 

72.00 

100.19 





1376x768 

48.36 

60.00 

86.67 





WSXGA+1 

1680X ]0 已〇 

6 己 .29 

已 9.9 已 4 

] 46.2 已 





WXGA+1 

1440 X 900 

已已 .93 已 

已 9.887 

]06. 己 0 





WXGA+2 

1440 X 900 

74.918 

60.00 

]61.8 已 





WUXGA 

1920X 1200 

74. 已已 6 

已 9.88 已 

] 93.2 已 

A 

A 

A 

〇 

74.038 

已 9.9 已 

1 已 4.00 

A 

A 

A 



*1 :解像度の末尾にある 「 i 」 は、インターレース信号を示します。 
*2 :画質を表す記号は下記の通りです。 

AA : 最高画質で投写でさます。 

A : 映像処理回路で変換して投写します。 


お知5せ 


♦ PT - LW 25 H の表示ドット数は] 280 X 800、 PT - LX 30 H / PT - LX 26 H の表示ドット数は] 024 X 768です。 

解像度び異なる信号は、表示ドット数に変換されて表示されます。 

♦ インターレース信号接続時は映像にちらつさび発生することびあります。 


そ 

の 

他 


71 













































仕様 


品番 

PT-LW25H 

PT-LX30H 

PT-LX26H 

使用電源 

AC]00 V 已〇 Hz/60 Hz 

消費電力 

297 W 

1 

—設定]の[スタンバイモード]を 
[エコ]に設定時： 0.37 W 
[ ネットワーク]に設定時: 7.1W 

液晶パネル 

サイズ 

0.已9型 

(アスペクト比 16:10) 

0.63型 

(アスペクト比4 : 3) 

0.已已型 

(アスペクト比4 : 3) 

表示方式 

透過型液晶パネル3枚3原色ち式 

駆動方式 

アクティブマト1」クスち式 

画素数 

1024 000画素 
(1,280X800 ドット） X3 枚 

786 432画素 
(1,024X768 ドット） X3 枚 

786 432画素 
(1,024X768 ドット） X3 枚 

レンズ 

マニュアルズーム （1.2 倍）’フォーカス 

F 2.10- 2.2 己、 f 19.1 1 mm 〜22.94 mm 

光源ランプ 

230 W UHM ランプ 

光出力 ^^1 

2 已〇日 Im (ANSI) 

3000 Im (ANSI) 

2600 Im (ANSI) 

対応走査周 
波数 * 2 

RGB 信号時 

水平 ] 已 kHz 〜]日日 kHz、 垂直已0 Hz 〜]日日 Hz 

ドットク□ック周波数：] 4日 MHz 1；(下 

YPbPr 信号の場合 

[已 251(4800] 水平]己.7已 kHz、 垂直目日 Hz 

[已2已 p(480p)] 水平31.已 kHz、 垂直目0 Hz 

[7 已 0(72 日)/ 60p] 水平4已 kHz、 垂直目0 Hz 

[1 12已 （1 日 80)/6 日水平 33.7 已 kHz、 垂直6日 Hz 
[62 已 i (已 76i)] 水平]己.63 kHz、 垂直已日 Hz 

[62 已 P (已 76p)] 水平31 .2 已 kHz、 垂直已0 Hz 

[7 已 0(720)/ 已 Op] 水平37.已 kHz、 垂直已0 Hz 

[] ]2已 （1 日 80) 已〇水平28.13 kHz、 垂直已日 Hz 
• HD/SYNC、VD 端テは、3値 SYNC には対応していません。 

ビデオ信号時 
(S ビデオ含む） 

水平]已 .7 己 kHz/] 己.63 kHz 垂直已〇 Hz/60 Hz 

カラー方式 

7方式 ( NTSC/NTSC4.43/PAL/PAL-N/PAL-M/SECAM/PAL60) 

投写画面サイズ 

30〜300型 

画面アスペクト比 

16:10 

4:3 

4:3 

投写方式 

フ□ント /IJ ア/天つり/床置さ（メニュー設定ち式） 

スピーカー 

3.2 cm 円型]個 

音声実用最大出力 

1 W 

コントラスト比 *1 

300日：](全白/全黒） 

2500 :1(全白/全黒） 2500 :1(全白/全黒） 


*1 :計量計量条件、表記の方法はすべて IS 02] ] ] 8国際規格に準拠しています。 

*2 :本機で対応している映像信号についでま、「対応信号 U スト」を参照しください。 （0^69 〜 7] ぺージ) 
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品番 

PT-LW25H PT-LX30H PT-LX26H 

接続端子 

COMPUTER IN 

1 /COMPONENT 
IN S-VIDEO 入力 
端子 

1系統 Mini D-sub ] 已 P (メス） 

[RGB 信号] 0.7 V [P-P] 7已〇 ( G-SYNC 時1 .0 [ p - p ] 7已〇 

HD/SYNC TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

VD TTL ノ V イインピーダンス正/負極性自動対応 
[ YPbPr 信号] Y : 1 .0 V [ p - p ] 同期信号を含む、 PbPr ：0.7 V [ p - p ] 7已〇 
に - VIDE 日信号]]系統 Mini DIN 4 p Y 1 .0 V [ p - p]、C 0.286 V [ p - p ] 7 已 0 S ] 信号 
に対応 

COMPUTER IN 
2/MONITOR 

OUT 端子 

1 系統 Mini D-sub ] 已 p (メス） 

[RGB 信号] 0,7 V [ p - p ] 7 已〇 ( G-SYNC 時 1 1日 [ p - p ] 7 已〇 

HD/SYNC TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

VD TTL ノ V イインピーダンス正/負極性自動対応 

VIDEO 入力端子 

1系統 RCA ピンジャック1 .0 V [P-P] 7已〇 

AUDIO 入力端子 

2系統 M 3 ステレオミニジャック日.已 V [「 ms ]、 入カインピーダンス22 k 0じ(上 

1系統 RCA ピンジャック X 2 ( L - R ) 0.5 V [「 ms ]、 入カインピーダンス22 k 01ん b 

SERIAL IN 端子 

1系統 D-sub 9 P (オス） RS -232 C 準拠外部制御用 

LAN 端子 

1系統 R 」-4 已ネットワーク接続用、 PJLink 対応 

電源コードの長さ 

2.0 m 

外装ケース 

樹脂成型品 

がお寸法 

横幅： 349.0 mm 

高さ：10己 ] mm (アジャスター脚最小時） 

奥行： 247.0 mm (突起部含まず） 

質量 

約 2.99 k 呂 * 3 

使用環境条件 

使用環境温度：已° C 〜3已 D C 
使用環境湿度： 20 %〜8日％ (結露のないこと） 

リモコン 

使用電源 

DC 3 V (単4乾電池2個） 

操作距離 

約7 m (受光部正面） 

質量 

67 g (乾電池含む） 

夕+お寸法 

横幅：已2 mm , 高さ：110 mm , 奥行：18 mm 


*3 :平均値。製品ごとの質量は異なることびあります。 


• 付属品や別売品などの品番は、予告な<変更することびあります。 

• 本機を使用できるのは日本国内のみで、外国では電源電圧が異なりますので使用できません。 
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仕様（つづき) 


(単位： mm ) 



*: 各製品で寸法は異なる場合びあります。 



I 

I 


香 

I 


◎ 。 
◎ 。 

I 



JOB — 

± 

I 


349.0 



172.4 


天つり金具取り付け時の注意事項 


• 工事は専門技術者にご依頼 < ださい。 

• 当社外の天つり金具ならびに天つり金具設置環境の不具合による製品の損傷などについては、保証期間中であつ 
てち責任を負いかねますのでご注意ください。 

• ご使用を終了した製品は、工事の専門技術者にご依頼のうえ速やかに撤去してください。 

•ねじ類の締めつけの際は、トルクドライバーを使用してください。電動ドライバー、インパクトドライバーは使用し 
ないで < ださい。 

•詳しくは天つり金具に同捆の工事説明書をよくお読みください。 

• 付属品や別売り部品などの品番は、予告なく変更することびあります。 



寸法 


0-/ブ3 
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保 IE と アフターサービス ( よくお読みください) 


故障•修理-お取扱い • メンテナンス 

などのご相談は、まず、 

お買い上げの販売店 

へ、お申し付けください。 


お買い上げの販売店びご不明の場合は、当 
社（下記、ノ くナソニックプ□ジェクターヴポー 
トセンター）までご連絡ください。 

* 内容により、おおくの窓□をご紹介させ 
ていただく場合びございますのでご了承く 
ださい。 


保証書（別添付) 


お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ずお確かめの 
うえ、お買い上げの販売店からお受け取りください。 
内容をよくお読みいたださ、大切に保存してください。 
万一、保証期間内に故障を生じた場合には、保証書記 
載内容に基づさ、「無料修理」させていたださます。 

保証期間：お買い上げ曰か!5本体1年間 

* ただし、光源ランプは6力月またはランプ使用時間 
600時間の早いちとなります。 


補修用性能部品の保有期間區查 


当社では、プ□ジェクターの補修用性能部品を、製造 
打ち切り後、8年間保有しています。 

* 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 


修理を依頼されるとき 


この取扱説明書を再度ご確認の5え、お買い上げの販 
売店までご連絡ください。 

■ 保証期間中の修理は… 

保証書の記載内容に従って、修理させていたださます。 
詳しくは保証書をご覧 <ださい。 

■ 保証期間経過後の修理は… 

修理により、機能、性能の回復び可能な場合は、ご希 
望により有料で修理させていたださます。 


■ ご連絡いただきたい内容 


品名 

液晶プ□ジェクター 

品番 

PT - LX 26 H 

PT - LX 30 H 

PT - LW 25 H 

製造番号 


お買い上げ曰 


故障の状況 



パナソニックプ□ジェクターサポートセンター 


お電話の方はこち5 


設定や操作でご不明なことびございました5 
なんなりとお問い合わせください。 


0120 -872-601 


受付時間：月〜金（祝日と辭社休業日を除く) 
9:00〜12:0013:00〜17:00 


URL : http://panason に .b に / projector/ 

※書面や電話 / FAX でお答えする場合や、返事を差しあげるお時間を頂くこともございます。 
※お電話の際には、番号をお確かめのうえ、お間違えのないようにおかけください。 


ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、そ 
の確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくとさのため、ナ 
ンバー-ディスプレイを採用している場合びあります。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委話する 
場合や正当な理由びある場合を除さ、第王者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡くだ 
さい。 
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色温 
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お手入れ/部品交換 . 59 

オンスク U —ン表示 . 51 


アルファベット 


A 

AMX D.D . 已6 

AV ミュート機能 . 32 

C 

CD-ROM . 14 

L 

〈 LAMP 〉 インジケーター . 已8 

W 


( WARNING ) インジケーター ...... 58 

かな 


友 

明るさ . 43 

アジヤスター脚の調整 . 23 

暗証番号登録中を知らせるシール. 28 

暗証番号を入力する . 28 

安全上のご注意 . 6 


ふ 

フアン . 

フアン制御 . 

フィルターカウンター . 

付属品の確認 . 

部品交換 . 

フル . 

プレゼンテーションタイマー 
プ□グレッシブ . 


月 IJ 冗 □□. 

ほ 

保証とアフターサービス.. 
本機の運搬について ........ 

本機の設置について ........ 

本機の取り扱いについて. 

本体 . 

本体操作部 . 

め 

> っ ZL — . 

メニュー画面の操作ち法. 
ュー位置 . 

ら 

ランプパワー . 

ランプユニット . 

ランプユニットの交換 ....... 

0 

U アル . 

U ア投映 . 

U モコン . 

U モコンコード . 

U モコンによる基本操作.. 
U モコンの使いち . 

れ 

レンズキャップの取り付け 

ろ 

□づ 


は 

廃棄について . 11 

バックグラウンド . 51 

パワーマネージメント . 52 

ひ 

ピツタ IJ ワイド . 46 


と 

投写 . 30 

投写関係 . 20 

投写距離 . 20,21，22 

投写する映像を選択する . 30 

投写ち式 . 19 

に 

入力信号の切り換え . 31 

「入力」について . 37 



か 

各部の名称とはたらさ . 

酷 . 

画質モード . 

カスタム . 

カスタム調整 . 

カラーボード . 

ガンマ補正 . 

< 

ク□ーズドキャプション . 

け 

警告履歴 . 

誦 . 

黒（緑）板 . 

故障かな!？ . 

ご使用になる前に . 

コントラスト . 

コンピューターシステムの選択 

さ 

「サウンド」について . 

ヴブメニュー . 


わ 

ワイド (16:9). 46 


ビデオシステムの選択 . 37 

標準 . 42 


くいん 


3 4 3 8 7 

4 4 4 5 5 


4 5 0 0 2 6 7 己40 
1711111 335 


器 


7 6已7 9 8 8 
4 2 2 2 2 14 


9020296己 6862 244790 
35447456 444己 3己2115 


巧^が部がが^ 


班 




2 4 0 3 7 
4 6 14 3 




76 























































































































■ ヨーロッパ連合なかの国の巧案処分に関ずる情幸民 
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